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W
杯
ジ
ャ
ン
プ
男
子
個
人
第
23
戦
は
３
月
10

日
、オ
ス
ロ（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）で
開
か
れ
、小
林
陵

侑
選
手
は
５
位
に
入
り
、５
戦
を
残
し
、日
本
男

子
初
の
個
人
総
合
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　
今
季
は
、
初
戦
３
位
と
個
人
戦
で
初
め
て
表

彰
台
に
立
つ
と
、第
２
戦
で
初
勝
利
を
挙
げ
、前

半
か
ら
好
調
を
キ
ー
プ
。
年
末
年
始
に
伝
統
の

ジ
ャ
ン
プ
週
間（
第
８
～
11
戦
）で
は
、
史
上
３

人
目
の
４
戦
全
勝
優
勝
を
果
た
し
、
完
全
制
覇

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
第
12
戦
に
は
男
子
の
最
多
に
並
ぶ
史
上
５
人

目
の
６
連
勝
を
達
成
。
前
人
未
到
の
７
連
勝
は

Profile　　　 小林 陵侑（こばやし りょうゆう）
松尾中、盛岡中央高から2015年に土屋ホームへ入社。中学３年時
に全中スキー大会でジャンプと複合の２冠を達成。高校２、３年
時に国体少年複合を連覇した。入社と同時にジャンプに専念。昨
年の平昌冬季五輪では、いずれも日本勢トップのノーマルヒル７
位、ラージヒル10位の成績を残した。174㌢、59㌔。22歳。

か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
安
定
し

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
、
個
人
総
合
ト
ッ

プ
を
独
走
し
ま
し
た
。

　
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、シ
ー
ズ
ン
13
勝
は
、史
上

３
人
目
で
２
位
タ
イ
の
記
録
。
ま
た
、今
季
の
表

彰
台
は
21
度
で
単
独
２
位
。
第
23
～
26
戦
と
団

体
２
戦
で
争
う
ノ
ル
ウ
ェ
ー
版
ジ
ャ
ン
プ
週
間

「
ロ
ー・エ
ア
ー
」も
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
勢
い
は

最
後
ま
で
と
ど
ま
る
所
を
知
ら
ず
、
13
勝
目
を

決
め
た
最
終
戦
で
は
、
日
本
最
長
飛
距
離

２
５
２
㍍
を
記
録
。
最
後
ま
で
記
録
ず
く
め
で
、

有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

小林 潤志郎（ジャンプ）

雪印メグミルク所属
168㌢、56㌔。27 歳。

【今季W杯成績】
W杯個人総合19位。合計
335得点で、日本人選手２番
目の成績。個人の最高順位
は第９戦の５位。弟の陵侑
選手と共に男子団体全７戦
に出場し、第５戦では、今
季最高の２位に貢献した。

永井 秀昭（複合）

岐阜日野自動車所属
170㌢、62㌔。35 歳。

【今季W杯成績】
W杯個人総合29位。合計
134得点で、日本人選手４
番目の成績。個人の最高順
位は第 11戦の11位。団体第
１戦では、日本５季ぶりの
表彰台確保となる２位に貢
献した。

永井秀昭　と小林潤志郎　も世界で躍動

Champion Champion RyoyuRyoyu
個人総合V小林陵侑

（写真）雪印メグミルク提供
【SAJ３１承認第00442号】

（写真）岐阜日野自動車提供
【SAJ３１承認第0044３号】

（写真）土屋ホーム提供【SAJ３１承認第0044１号】

★ 

小
林
陵
侑
選
手
W
杯
個
人
戦
成
績 

★

戦
月
・
日
会
場

位

１
11
・
18
ビ
ス
ワ

③

２
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・
24
ル
カ

❶

３
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・
25
ル
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❶

４
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・
１
ニ
ジ
ニ
タ
ギ
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③
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・
２
ニ
ジ
ニ
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ギ
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・
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エ
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ベ
ル
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⑦
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ル
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❶
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❶
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・
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シ
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パ
ル
テ
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キ
ル
ヘ
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❶
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４
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ブ
ル
ッ
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６
ビ
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ョ
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ス
ホ
ー
フ
ェ
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ィ
フ
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❶
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バ
ル
デ
ィ
フ
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⑦
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ザ
コ
パ
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⑦
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札
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・
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札
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③
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・
１
オ
ー
ベ
ル
ス
ト
ド
ル
フ

⑭

18
２ 

・
２
オ
ー
ベ
ル
ス
ト
ド
ル
フ

❶

19
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・
３
オ
ー
ベ
ル
ス
ト
ド
ル
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⑨

20
２
・
10
ラ
ハ
テ
ィ

②

21
２
・
16
ビ
リ
ン
ゲ
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③

22
２
・
17
ビ
リ
ン
ゲ
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❶

23
３
・
10
オ
ス
ロ

⑤

24
３
・
12
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

③

25
３
・
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ト
ロ
ン
へ
イ
ム

❶
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３
・
17
ビ
ケ
ル
ス
ン

②

27
３
・
22
プ
ラ
ニ
ツ
ァ

②

28
３
・
24
プ
ラ
ニ
ツ
ァ

❶

優
勝（
13
回
）、
２
位（
３
回
）、
３
位（
５
回
）、
５
位

（
２
回
）、
７
位（
３
回
）、
９
位
、
14
位（
各
１
回
）で
、

合
計
２
０
８
５
点
を
記
録

選
手

選
手
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❶
住
ん
で
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り

▼
定
住
対
策　
お
試
し
居
住
事
業

「
さ
す
ら
い
合
宿
」な
ど
の
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、関
係
人
口
と
の
つ
な
が
り
を

継
続
し
て
い
く
た
め「
丸
の
内
プ
ラ

チ
ナ
大
学
八
幡
平
分
校
」や
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
者
を
対
象
と
し
た
市

訪
問
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
空
き
家
バ
ン
ク　
八
幡
平
市
空

き
家
バ
ン
ク
を
周
知
し
、空
き
家
所

有
者
の
登
録
を
促
す
と
と
も
に
居

住
希
望
者
に
情
報
提
供
し
、定
住
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
退
任
し

た
３
人
の
定
住
・
定
着
に
向
け
た

起
業
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、隊
員
の
熱
意
と
経
験
を
生
か

し
た
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

❷
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り

▼
保
育　
私
立
保
育
園
の
保
育
士

を
確
保
し
、
待
機
児
童
を
解
消
す

る
た
め
、
宿
舎
の
借
り
上
げ
や
奨

学
金
の
返
還
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
松
野
保
育
所
と
寄
木
保
育
所

の
統
合
・
新
築
は
、
検
討
結
果
を

踏
ま
え
て
実
施
設
計
や
用
地
造
成

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
新
た

に
開
所
し
た
家
庭
的
保
育
事
業
所

の
運
営
費
の
一
部
を
補
助
し
、
運

営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

❶
産
業
基
盤
と
し
て
持
続
す
る
農

業
の
推
進

▼
米
の
作
付
け
振
興　
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、
売
れ
る
コ

メ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
飼
料
用
米
や
高
収
益
作
物
へ

の
転
換
を
促
し
、
農
家
の
所
得
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
農
地
の
集
積　
農
業
委
員
や
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
協
力

し
な
が
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
、
集
落
営
農
法
人
や
大
型

家
族
経
営
農
家
へ
の
農
地
集
積
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
新
規
就
農
者
支
援　
市
単
独
事

業
の
新
規
就
農
等
支
援
事
業
や
国

の
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
を

活
用
し
て
就
農
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
就
農
を
希
望
す
る
市
外
の

人
に
は
、
市
空
き
家
バ
ン
ク
を
活

用
し
就
農
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▼
担
い
手
育
成　
市
単
独
事
業
の

「
農み

の
りの

大
地
担
い
手
育
成
支
援
事

業
」が
３
年
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、

担
い
手
農
家
か
ら
の
要
望
や
活
用

状
況
を
検
証
し
、
今
後
の
事
業
の

在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

▼
園
芸
振
興　
振
興
作
物
の
生
産

規
模
維
持
・
拡
大
の
た
め
、農
作
業

の
省
力
化
と
生
産
性
の
向
上
を
、関

係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
進
め
て

い
き
ま
す
。Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
が
進
め

る
農
作
物
の
生
産
規
模
拡
大
の
た

め
の
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
花
き
振
興　
リ
ン
ド
ウ
の
赤
花
、

鉢
物
品
種
の
登
録
申
請
を
予
定
。今

後
も
品
種
開
発
に
努
め
、Ｊ
Ａ
新
い

わ
て
八
幡
平
花か

き卉
生
産
部
会
が
目

指
す
販
売
額
15
億
円
達
成
に
向
け

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、海

外
生
産
者
の
生
産
状
況
な
ど
を
視

察
し
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

な
が
ら
、海
外
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド

力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

▼
農
業
農
村
整
備　
後
藤
川
地
区

ほ
場
の
早
期
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
安
代
地
区
の
ほ
場
整
備
事

業
化
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
畜
産
振
興　
酪
農
・
肉
用
牛
の

生
産
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、繁
殖

育
成
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

❷
お
も
て
な
し
の
観
光
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加

▼
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園　

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
選
定
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
し
、
八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ

１
．未
来
へ
の
希
望
に
も
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
八
幡
平
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の
た
め
に
、２
つ
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

層
の
観
光
客
の
誘
客
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
観
光
振
興　
新
た
に
稼
働
し
た

松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所
と
連
携

し
、
御
在
所
エ
リ
ア
の
観
光
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ア

ウ
ト
ド
ア
や
食
文
化
、
馬
事
文
化

な
ど
、
本
市
な
ら
で
は
の
観
光
・

体
験
の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
行

い
、
各
観
光
事
業
者
、
宿
泊
・
体

験
事
業
者
と
連
携
を
図
り
、
誘
客

促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
八
幡
平
温
泉
郷
引
湯
管
の
整
備　

31
年
度
完
了
に
向
け
て
、
引
き
続

き
引
湯
管
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

❸
地
元
企
業
の
発
展
と
企
業
誘
致

の
推
進

▼
工
業
振
興
　
企
業
の
設
備
投
資

と
雇
用
の
拡
大
に
取
り
組
む
事
業

者
を
支
援
す
る
ほ
か
、
新
規
立
地

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
起
業
支
援　
貸
工
場
へ
の
入
居

支
援
を
は
じ
め
、関
係
機
関
と
連
携

し
、２
次
展
開
へ
向
け
た
物
件
紹
介

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
起
業
志
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
昨

▼
安
比
塗　
安
代
漆
工
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
で
技
術
者
育
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。ま
た
、安
比
塗
企
業

組
合
と
連
携
し
、漆
器
産
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

❹
商
業
の
拠
点
づ
く
り
と
買
い
物

支
援

▼
商
業
振
興　
大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
の
具
体
化
に
向
け
て
、に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
担
い
手
育
成　
市
商
工
会
が
行

う
事
業
に
対
し
、
新
た
に
補
助
金

を
交
付
し
、
労
働
力
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

て
新
規
出
店
す
る
支
援
事
業
を
新

設
し
ま
す
。

❺
山
林
の
保
全
と
林
業
の
活
性
化

▼
林
業
振
興　
林
業
新
規
就
労
者

対
策
事
業
を
行
い
、担
い
手
確
保
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
31
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、２
月
21
日
か
ら
３
月
18
日
ま

で
、
市
議
会
議
事
堂
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
田
村

正
彦
市
長
が
31
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。そ
の
一
部

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
31
年
度
は
、
第
２
次
市
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
の
終
盤
期

に
入
る
４
年
目
の
年
で
す
。
施

策
の
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、
計

画
に
掲
げ
る
政
策
・
施
策
を
着

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
市

政
運
営
に
全
身
全
霊
を
注
ぎ
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
以
下
、
主
な
施
策
と
主
要
事

業
の
概
要
を
第
２
次
市
総
合
計

画
基
本
構
想
の
基
本
目
標
に

沿
っ
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｗ
杯
ジ
ャ
ン
プ
男
子
個
人
に

出
場
し
て
い
る
本
市
出
身
の
小

林
陵
侑
選
手
の
活
躍
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
の
盛
り

上
が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
大
規
模
な
災
害
が

全
国
各
地
で
発
災
し
、
改
め
て

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
災
害
対

策
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
平
成
か
ら
新
た
な
元
号
と
な

る
今
年
は
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
環
境
が
変
わ
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。
明
る
い
未
来
の
一
歩
を

踏
み
出
せ
る
年
と
な
る
よ
う
市

平成3１年度施政方針

年
度
に
３
社
が
企
業
立
地
協
定
の

締
結
に
至
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
若

者
を
募
っ
て
技
術
講
習
を
行
い
、
起

業
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

馬を活用した事業に携わる元地域
おこし協力隊員の阿部文子さん

な
ど
の
新
た
な
観
光
資
源
の
磨
き

上
げ
に
取
り
組
み
、
観
光
振
興
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
）　
増
加
傾
向
に
あ
る

外
国
人
旅
行
者（
タ
イ
王
国
・
中

国
・
台
湾
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

地
域
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
）

の
誘
客
を
、
株
式
会
社
八
幡
平
Ｄ

Ｍ
Ｏ
や
近
隣
空
港
と
連
携
し
て
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
観
光
客（
国
内
）の
誘
客
　
ラ
グ

ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
合

宿
誘
致
や
観
戦
ツ
ア
ー
の
開
催
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
よ
り
一

施政方針演述する田村市長

明
る
い
未
来
実
現
の
た
め 

市
政
を
推
進

平
成
31
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会 

施
政
方
針　

起業志民プロジェクトの事業が実
を結び企業立地協定締結へ

市内初で４月に開所した家庭的保
育事業ままいろはうす

２
．と
も
に
学
び
働
き
、
暮
ら
し
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　
「
農
と
輝
の
大
地
」の
実
現
に
向
け
、農
林
業
・
観
光
な
ど
の
産
業
振

興
を
図
り
、地
域
経
済
の
発
展
に
よ
る
就
業
人
口
の
定
着
と
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
５
つ
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

み
の
り

ひ
か
り
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❶
心
も
体
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

▼
生
活
習
慣
病
予
防
健
診　
受
診

環
境
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
受

診
後
の
指
導
に
も
重
点
を
置
き
、

発
症
と
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▼
働
き
盛
り
世
代
寝
た
き
り
防
止
　

脳
ド
ッ
ク
受
診
対
象
者
へ
の
助
成

❷
元
気
に
長
生
き
高
齢
社
会
の
実
現

▼
高
齢
者
等
温
泉
館　
七
時
雨
憩

の
湯
に
遠
赤
外
線
サ
ウ
ナ
を
、
綿

帽
子
温
泉
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
ま
す
。

▼
介
護
予
防
事
業　
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事

業
を
柏
台
小
学
校
区
域
で
行
い
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
を
通
じ

た
介
護
予
防
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❸
地
域
を
見
守
る
福
祉
の
推
進

▼
生
活
保
護　
適
切
な
保
護
を
行

う
と
と
も
に
、
受
給
者
の
就
労
支

援
や
自
立
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

❹
安
心
で
き
る
医
療
の
充
実

▼
国
民
健
康
保
険　
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
事
業
な
ど
の
保
健

事
業
を
進
め
、医
療
費
の
適
正
化
と

制
度
の
安
定
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
西
根
病
院
の
運
営　
変
化
す
る

医
療
環
境
や
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ

に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

▼
東
京
五
輪　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に

関
す
る
覚
書
に
基
づ
き
、ル
ワ
ン
ダ

共
和
国
選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受

け
入
れ
、市
民
と
の
交
流
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

▼
西
根
病
院
の
移
転
新
築　
32
年

度
の
新
病
院
開
院
に
向
け
て
、
本

体
建
築
工
事
は
年
度
内
に
完
了
す

る
予
定
で
す
。
併
せ
て
、
医
療
機

器
の
購
入
を
進
め
、
事
業
の
計
画

的
な
進
捗
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

❺
地
域
に
根
差
し
た
教
育
の
充
実

▼
教
育
研
究
所　
市
内
小
学
校
教

職
員
の「
研
究
と
修
養
」の
充
実
を

図
り
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に

向
け
た
先
進
的
な
実
践
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
教
育
振
興
運
動　
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」の
実
現
を
目
指
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
導
入
促

進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
学
校
教
育
環
境　
国
の
臨
時
特

例
交
付
金
を
活
用
し
、
市
内
全
小

中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
取
り
付

け
、
教
育
環
境
を
整
え
ま
す
。

❻
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
学
習
機

会
の
充
実

▼
生
涯
学
習　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
芸
術
文
化
振
興　
関
係
団
体
と

連
携
し
、
市
民
の
芸
術
文
化
の
振

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

文
化
財
保
護
の
事
務
を
教
育
委
員

会
か
ら
市
長
部
局
に
移
管
し
、
文

化
財
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

❼
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

４
．自
然
を
は
ぐ
く
み
、
景
観
に
す
ぐ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
の
風
光
明め

い
び媚

な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
自
然
を
愛
し
、
守
る
豊

か
な
心
が
培
わ
れ
た
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
２
つ
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

❶
自
然
環
境
、
生
活
環
境
の
保
全

▼
環
境
衛
生　
安
心
で
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
や
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー　
31
年
１
月
に

第
２
期
清
掃
セ
ン
タ
ー
等
管
理
運

営
委
託
事
業
を
民
間
事
業
者
と
契

約
締
結
し
、
引
き
続
き
安
全
な
管

理
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

❷
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー　
松
尾

八
幡
平
地
熱
発
電
所
で
発
電
し
た

電
気
は
、
市
内
の
公
共
施
設
や
民

間
事
業
者
に
供
給
さ
れ
、
電
力
の

地
産
地
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。
八

幡
平
エ
リ
ア
は
、
日
本
最
新
の
発

電
所
と
日
本
最
古
の
松
川
地
熱
発

電
所
を
見
学
で
き
る
こ
と
か
ら
、

視
察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
経

済
効
果
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
体
育
振
興　
関
係
団
体
と
連
携

し
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
や
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。各
種
大
会
の

開
催
や
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
維
持
に
努

　
健
康
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。
健

康
で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

心
身
と
も
に
健
や
か
で
活
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
、７
つ

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

３
．心
身
と
も
に
健
康
で
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
各

地
区
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
移
行
し
て
５
年
が
経
過

し
、
地
域
活
動
や
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
拠
点

と
し
て
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充

実
・
発
展
の
た
め
、
そ
の
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

交
流
の
輪
が
拡
大
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

す
。
災
害
時
の
有
事
に
も
情
報
発

信
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

バ
ー
を
利
用
し
て
構
築
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

▼
公
共
施
設
の
管
理　
計
画
的
な

施
設
の
解
体
撤
去
や
適
切
な
維
持

管
理
、
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

▼
協
働
に
よ
る
行
政
経
営　
市

民
と
行
政
の
協
働
を
基
本
と
し

つ
つ
、
職
員
一
人
一
人
の
経
営
意

識
を
高
め
、
持
続
可
能
な
行
政
経

営
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

確
保
す
る
た
め
、
火
災
報
知
器
の

更
新
と
市
営
時
森
住
宅
２
棟
の
屋

根
塗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
地
域
公
共
交
通　

総
合
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▼
道
路
整
備　
大
更
駅
周
辺
環
境

整
備
事
業
に
係
る
市
道
大
更
中
央

線
な
ど
の
整
備
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

▼
道
路
維
持　
橋
の
長
寿
命
化
対

策
と
し
て
補
修
を
進
め
る
と
と
も

に
、
住
民
要
望
の
多
い
生
活
道
路

の
補
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
除
雪
対
策　
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー

を
購
入
し
、
各
地
区
の
実
情
に
応

じ
た
除
雪
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
防
災
教
育
や
訓
練　
関
係
機
関

と
連
携
し
、
学
校
や
地
域
で
の
防

災
教
育
や
訓
練
を
行
い
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
防
災
対
策　
改
訂
し
た
岩
手
山

火
山
防
災
マ
ッ
プ
を
周
知
し
、
万

５
．ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
、人
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、地
域

と
行
政
が
相
互
に
協
力
・
協
調
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続

き
進
め
、地
域
に
住
む
住
民
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
と
行
政
経
営
の
方
針

　
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
に
向
け
た
各
種
施
策
の
ほ
か
、
社
会
基

盤
・
生
活
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、行
政
改
革
や
広
域
連
携
に

よ
る
行
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

連
携
し
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全

啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

高
齢
者
を
対
象
に
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）購
入
費

の
補
助
事
業
を
展
開
し
、
安
全
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金　
寄
付

者
の
共
感
が
よ
り
得
ら
れ
る
よ
う

に
寄
付
金
の
使
い
道
を
工
夫
し
、

活
用
状
況
や
成
果
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
寄
付
者
と
の

▼
都
市
計
画　
大
更
駅
前
線
沿
道

整
備
土
地
区
画
整
理
事
業
や
大
更

駅
西
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
市
営
住
宅　
良
好
な
住
環
境
を

多くの人が訪れた安代地区コミセ
ン文化祭

▼
水
道
事
業　
小
規
模
配
水
池
の

統
合
や
配
水
連
絡
管
敷
設
工
事
を

行
い
、
水
道
供
給
の
安
定
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

▼
下
水
道
事
業　
公
共
下
水
道

管か
ん
き
ょ渠
整
備
や
農
業
集
落
排
水
設
備

の
延
命
化
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

平成3１年度施政方針
や
、
30
歳
か
ら
39
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
基
本
健
診

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
予
防
接
種　
風
疹
予
防
接
種
の

追
加
的
対
策
と
し
て
、国
の
指
針
に

基
づ
き
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。高

齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種

も
国
の
指
針
に
基
づ
き
、未
接
種
で

65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
年
齢
に
当

た
る
人
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

▼
新
生
児
聴
覚
検
査　
本
年
度
か

ら
、
全
て
の
新
生
児
の
聴
覚
検
査

費
用
に
つ
い
て
、
３
０
０
０
円
を

上
限
に
一
部
公
費
負
担
し
ま
す
。

全
を
期
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

防
災
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
よ
り
広

く
市
民
へ
情
報
を
伝
達
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
空
家
等
対
策　
「
八
幡
平
市
に

お
け
る
空
家
等
の
対
策
に
関
す
る

協
定
」に
よ
り
、空
き
家
の
未
然
防

止
、
流
通
、
活
用
な
ど
、
総
合
的

な
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
交
通
安
全　
交
通
死
亡
事
故
や

人
身
事
故
が
昨
年
よ
り
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
と

28年度に導入したタイヤドーザー

昨年度に行われた市防災訓練

１月から本格運転を開始した松尾
八幡平地熱発電所

（写真）岩手地熱㈱提供

0607 No.286 ◎2019．4.11



月日 地区 場所 時間

５
月
17
日
㈮

松
尾

北寄木　照井勝美宅前 14:30 ～ 14:35
中沢自治公民館 14:45 ～ 14:50
前森山集団農場 15:00 ～ 15:05
小屋の沢　伊藤一彦宅前 15:15 ～ 15:25
松尾八幡平駅前 15:35 ～ 15:40

５
月
20
日
㈪

松
尾

上村地区農村公園 9:00 ～ 9:10
月日 地区 場所 時間 中松尾鷲連寺前 9:20 ～ 9:25

５
月
15
日
㈬

西
根

椛沢自治公民館 9:00 ～ 9:10 谷地中集落センター 9:35 ～ 9:40
笹目自治公民館 9:20 ～ 9:25 谷地中　古川孝悦宅前 9:50 ～ 9:55
松久保公民館 9:35 ～ 9:40 安比ペンションボーゲン 10:15 ～ 10:25
山崎消防屯所 9:50 ～ 10:00 時森自治会館 10:45 ～ 10:50
谷地中公民館 10:10 ～ 10:20 落合集会所 11:00 ～ 11:05
荒木田地区体育館 10:30 ～ 10:35 向村ふれあいセンター 11:15 ～ 11:20
舘沢消防屯所 10:45 ～ 10:50 山道集落センター 11:30 ～ 11:35
寺沢コミュニティバス停留所 11:00 ～ 11:05 北寄木分館 11:45 ～ 11:50
上斗内（Ｎ－６集積所） 11:09 ～ 11:10 寄木小学校校門前 12:00 ～ 12:10
新田地区コミセン 11:20 ～ 11:25 刈屋集落センター 13:30 ～ 13:35
涼川河川公園 11:35 ～ 11:40 刈屋川向公園 13:45 ～ 13:55
土沢消防屯所 13:00 ～ 13:05 金沢自治集会所 14:05 ～ 14:10
ハナレ　遠藤エミ宅前　 13:15 ～ 13:20 温泉郷集会所 14:20 ～ 14:25
大弛バス停留所 13:30 ～ 13:35 柏台地区センター 14:35 ～ 14:45
若谷地地区農村公園 13:45 ～ 13:50 畑自治集会所 14:55 ～ 15:00
川原目地区集落センター 14:00 ～ 14:05 畑　古舘ミヤ宅前 15:04 ～ 15:05
堀切公民館 14:15 ～ 14:20 上寄木集会所 15:10 ～ 15:15
山崎堀切地区河川公園 14:30 ～ 14:35 関口　ハッピー石油裏駐車場 15:25 ～ 15:30
白屋公民館 14:45 ～ 14:50 新田地区生活改善センター 15:40 ～ 15:45
渋川開拓　工藤愛子宅前 15:00 ～ 15:05

５
月
21
日
㈫

安
代

星沢公民館 9:00 ～ 9:05
渋川開拓公民館 15:15 ～ 15:30 民宿おのでら 9:17 ～ 9:25
渋川　竹田秋雄宅前 15:40 ～ 15:45 農村婦人の家 9:37 ～ 9:40
大石平　竹田重男宅前 15:55 ～ 16:00 黒沢　佐藤隆俊宅前 9:52 ～ 9:55
大石平公民館 16:10 ～ 16:15 ＪＲ赤坂田駅 10:07 ～ 10:10

５
月
16
日
㈭

西
根

鷲の巣公民館 9:00 ～ 9:10 畑学び舎農産物直売所 10:22 ～ 10:25
ＪＲ平舘駅前 9:20 ～ 9:25 扇畑公民館 10:37 ～ 10:40
旧西根ゴルフセンター 9:35 ～ 9:45 松木田公民館 10:52 ～ 10:55
東公民館 9:55 ～ 10:00 小屋畑公民館 11:07 ～ 11:10
落合　遠藤利則宅前 10:10 ～ 10:15 石の店高村 11:22 ～ 11:25
中関公民館 10:25 ～ 10:35 旧荒屋公民館 11:37 ～ 11:40
中関　山口和広宅前 10:45 ～ 10:50 石神公民館 13:12 ～ 13:15
山子沢地区転作物加工研修センター 11:00 ～ 11:05 浅沢消防屯所 13:27 ～ 13:30
ＪＲ東大更駅 11:15 ～ 11:20 岩木消防屯所 13:42 ～ 13:45
山後　田村八重宅前 11:30 ～ 11:35 岩屋集会所 13:57 ～ 14:00
山後公民館 11:45 ～ 11:50 湯の沢公民館 14:12 ～ 14:15
松森集会所 12:00 ～ 12:05 日影自治公民館 14:27 ～ 14:30
五百森　旧中野停留所 13:10 ～ 13:15 やかましらの館 14:47 ～ 14:50
五百森　工藤直志宅前 13:25 ～ 13:30 曲田消防屯所 15:02 ～ 15:05
五百森公民館 13:40 ～ 13:45 ふれあいセンター 15:17 ～ 15:20
フーガの広場 13:55 ～ 14:00

５
月
22
日
㈬

安
代

ＪＲ兄畑駅 9:20 ～ 9:25
八坂神社境内 14:10 ～ 14:15 上兄川　林本武則宅前 9:37 ～ 9:40
大更ニュータウンスカイハイツ 14:25 ～ 14:30 兄川公民館 9:52 ～ 9:55
両沼　丸安商店裏倉庫 14:40 ～ 14:45 舘市コミセン 10:02 ～ 10:05
両沼公民館 14:54 ～ 14:55 佐比内　山本サツ宅前 10:12 ～ 10:15
両沼　四季彩 15:05 ～ 15:10 日泥公民館 10:27 ～ 10:30
北村公民館 15:20 ～ 15:25 瀬の沢コミセン 10:42 ～ 10:45
西根ニュータウン公園 15:35 ～ 15:40 切通公民館 10:57 ～ 11:00
大久保公民館 15:50 ～ 15:55 ＪＲ田山駅 11:12 ～ 11:15
森新公民館 16:05 ～ 16:10 田山ドライブイン前 11:27 ～ 11:30

５
月
17
日
㈮

西
根

間羽松集落センター 9:00 ～ 9:05 平又・長者前公民館 13:00 ～ 13:05
中村地区集落センター 9:15 ～ 9:20 栗木田公民館 13:17 ～ 13:20
高森公民館 9:30 ～ 9:35 杉沢公民館 13:32 ～ 13:35
川前公民館 9:45 ～ 9:50 田山保育所前 13:47 ～ 13:50
薬師集落センター 10:00 ～ 10:05 姥子石公民館 14:02 ～ 14:05
上平笠公民館 10:15 ～ 10:20 パブリックセンターみなくる 14:17 ～ 14:20
中平笠公民館 10:30 ～ 10:35 戸沢滝の又自治公民館 14:32 ～ 14:35
下平笠公民館 10:45 ～ 10:50 目名市地区コミセン 14:47 ～ 14:50
南平笠公民館 10:55 ～ 11:00 里城河川公園 15:02 ～ 15:05
旧たがみゴルフ練習場 11:10 ～ 11:15 上の山公民館 15:17 ～ 15:20
松川　澤口商店 11:25 ～ 11:30 安代保健センター 15:32 ～ 15:35
ひまわり団地公園（杉の子保育園側） 11:40 ～ 11:45

５
月
26
日
㈰

全
域

田山支所 9:30 ～ 9:40
仲町集会所 11:55 ～ 12:00 安代総合支所 10:10 ～ 10:30
田頭コミセン 12:10 ～ 12:15 旧松尾総合支所 11:00 ～ 11:30

松
尾

立石　髙橋光男宅前 13:30 ～ 13:35 寺田コミセン 11:40 ～ 11:50
南寄木集落センター 13:45 ～ 13:50 平舘コミセン 13:00 ～ 13:10
清水川団地　ごみ集積所（M～57） 14:00 ～ 14:05 大更コミセン 13:20 ～ 13:30
新田　関口ナツ宅前 14:15 ～ 14:25 市民センター 13:40 ～ 14:00

　
　
狂
犬
病
予
防
注
射（
年
１
回
）

　
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
通
知
書（
は
が
き
）

と
注
射
料
金
を
持
ち
、
都
合
の
い
い
集
合
注

射
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
中
旬
ま
で
に
、
は
が
き
が
届
か
な
い

場
合
は
、
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
は
が
き
を
紛
失
し
て
も
、
登
録
が

確
認
で
き
た
場
合
は
、
予
防
注
射
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象　
生
後
91
日
以
上
の
犬

■
注
射
料
金　

３
１
０
０
円（
注
射
料
金　

２
５
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円
）

■
集
合
注
射
の
手
順

❶
問
診　
は
が
き
を
問
診
担
当
の
獣
医
師

に
見
せ
、
注
射
を
受
け
ら
れ
る
か
問
診
し

ま
す
。

❷
注
射　
問
診
で
注
射
を
受
け
ら
れ
る
と

獣
医
師
が
判
断
し
た
場
合
、
注
射
担
当
の

獣
医
師
が
注
射
を
し
ま
す
。

❸
会
計　
注
射
後
、会
計
受
付
所
に
て
、は

が
き
を
提
出
し
、料
金
を
支
払
い
ま
す
。
注

射
済
票
と
領
収
書
を
受
け
取
り
、
終
了
に

な
り
ま
す
。

　
　
犬
の
登
録（
生
涯
１
回
）

　
犬
の
飼
い
主
は
、
お
住
い
の
市
町
村
に
犬

の
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
登
録
は
、
市
民
課
生
活
衛
生
係
お
よ
び
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
、
契
約
動
物
病
院（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）、集
合
注

射
会
場
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
登
録
時
期　
犬
を
取
得
し
た
日（
生
後
90

日
以
内
の
犬
を
取
得
し
た
場
合
は
、
生
後
90

日
を
経
過
し
た
日
）か
ら
30
日
以
内

■
登
録
手
数
料　
３
０
０
０
円

　
　
集
合
注
射
の
注
意
事
項

❶
妊
娠
中
の
犬
は
、
出
産
後
に
予
防
注
射
を

し
て
く
だ
さ
い
。

❷
注
射
前
に
問
診
を
し
ま
す
。
状
態
次
第
で

注
射
を
見
送
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

❸
今
回
の
集
合
注
射
で
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
し
て
く
だ

さ
い
。

❹ 

首
輪
を
き
つ
め
に
締
め
、
犬
を
制
御
で
き

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
胴
輪
だ
と

犬
が
咬
み
つ
く
可
能
性
が
高
い
た
め
、
首
輪

の
装
着
を
お
願
い
し
ま
す
。

❺
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
役
目
で
す
。
必

ず
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

❻
開
始
時
間
に
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❼
会
場
に
は
多
く
の
人
と
犬
が
集
ま
り
ま

す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
犬
に
は
必
ず
リ
ー

ド
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
会
場
内
の
事
故
は

飼
い
主
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

❽
会
場
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
つ
り
が

出
な
い
よ
う
に
、料
金
は
封
筒
な
ど
に
入
れ
、

事
前
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
次
の
場
合
は
市
役
所
に
届
け
出
を

▼
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き（
電
話
連
絡
可
）

※
犬
が
亡
く
な
っ
て
い
て
も
、
は
が
き
が
届

く
の
は
、
登
録
が
抹
消
さ
れ
て
い
な
い
た
め

で
す
。

▼
飼
い
主
の
住
所
が
変
更
し
た
と
き

▼
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

▼
犬
の
所
在
地
が
変
更
し
た
と
き

　
　
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
衛
生
係（
☎
・
内
線
１
０
６
７
）

　生後91日以上の犬の飼い
主は、犬の登録と狂犬病予防
注射が法律により義務付けら
れています。
　狂犬病は、人を含む全ての
哺乳類に感染します。世界中
で毎年約５万5000人の尊い命
が犠牲になっており、狂犬病
は、いったん発症すれば死亡
率ほぼ100％という恐ろしい
病気です。
　現在、日本での発生事例は
ありませんが、いつ日本に侵
入してくるか分かりません。
愛犬や人を狂犬病から守るた
めに、予防注射は必ず受けま
しょう。

５/15～17、20～22、26
集合注射の巡回日程

愛
す
る
我
が
犬こ

の
た
め

必
ず
し
よ
う 

登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
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所
属

職　
　
名

氏　
　
名

企画財政課

課
長

佐
々
木
　
孝
　
弘

課
長
補
佐

工
　
藤
　
紀
　
之

課
長
補
佐
兼
秘
書
政
策
係
長

畠　
山　
健　
一

主
任
兼
安
代
診
療
所
主
任（
併
任
西
根
病
院

主
任
）【
再
任
用
】

遠
　
藤
　
俊
　
彦

主
任

佐
々
木
　
晴
　
美

主
任

伊
　
藤
　
　
　
研

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

小
野
寺
　
瑞
　
夫

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

伊
　
藤
　
正
　
行

地
域
戦
略
係
長

関
　
　
　
貴
　
之

主
任
兼
商
工
観
光
課
主
任【
再
任
用
】

小
山
田
　
克
　
則

主
任【
再
任
用
】

香
　
川
　
　
　
豊

主
任

舘
　
柳
　
竜
　
一

主
任

坂
　
本
　
幸
　
子

主
事（
岩
手
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
派
遣
）
武
　
田
　
孝
　
紀

広
報
広
聴
係
長

関　
　
　
宏　
典

主
任

松
　
尾
　
竜
　
也

主
任

多
　
賀
　
理
　
拡

財
政
係
長

高
　
橋
　
　
　
誠

主
任

佐
々
木
　
和
　
査

主
事

小
　
林
　
雅
　
樹

総務課

課
長（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

津
志
田
　
勇
　
孝

課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
）

佐
々
木
　
　
　
仁

行
政
係
長

及
　
川
　
隆
　
二

主
任

宮
　
野
　
政
　
智

主
任

鈴
　
木
　
里
　
美

主
事

伊
　
藤
　
真
　
平

契
約
係
長

伊
　
藤
　
　
　
篤

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

税務課

課
長

遠　
藤　
福　
子

課
長
補
佐

藤　
原　
重　
良

市
民
税
係
長

高
　
橋
　
百
合
子

主
任

舘
　
柳
　
佳
　
子

主
任

畑
　
　
　
　
　
敢

主
事
補

瀬
　
川
　
　
　
裕

主
事
補【
新
採
用
】

髙
　
橋
　
洋
　
介

資
産
税
係
長

佐
々
木　
　
　
隆

主
任【
再
任
用
】

中
軽
米
　
昭
　
彦

主
任

齊
　
藤
　
清
　
香

主
任

泉
　
山
　
竜
　
一

主
任

北
　
口
　
拓
　
也

主
事【
新
採
用
】

畠
　
山
　
文
　
聡

収
納
係
長

山　
本　
大　
輔

主
任

種
　
市
　
篤
　
志

主
事

畠
　
山
　
慎
　
吾

主
事

神
　
田
　
翔
　
吾

主
事
補

森
　
　
　
れ
も
ん

市民課

課
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
斎
場
長

小
笠
原　
文　
彦

戸
籍
住
民
係
長

羽
　
澤
　
り
ち
子

主
査

三
　
浦
　
る
み
子

主
任

下
　
川
　
麻
季
子

主
事
補

佐
　
藤
　
も
も
子

主
事
補【
新
採
用
】

橋
　
本
　
哲
　
矢

環
境
企
画
係
長

工
　
藤
　
晴
　
彦

主
任

土
　
村
　
　
　
岳

課
長
補
佐
兼
生
活
衛
生
係
長

多
　
田
　
和
　
雄

主
事

相
　
馬
　
大
　
介

国
保
年
金
係
長

伊　
東　
光　
広

主
任

佐
　
藤
　
　
　
光

主
任

大
　
澤
　
沙
　
苗

主
事【
新
採
用
】

髙
　
橋
　
亜
利
彩

主
事

高
　
橋
　
美
　
香

主
事
補

黒
　
田
　
朔
　
矢

係
長（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み・し
尿
処
理
広
域

化
推
進
協
議
会
一
部
事
務
組
合
設
立
準
備
室

派
遣
）

古
　
川
　
弥
　
忍

課
付（
主
任
級
・
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）

高
　
橋
　
孝
　
徳

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

総務課

主
事

向
久
保
　
智
　
彦

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長（
併
任
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長
補
佐
）

佐
　
藤
　
憲
　
一

主
任

三
　
浦
　
裕
　
子

主
任

遠
　
藤
　
光
　
志

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

乙
　
部
　
一
　
男

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

佐
々
木
　
　
　
隆

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員【
再
任
用
】
松
　
浦
　
末
　
男

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

小
　
林
　
和
　
博

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

高
　
橋
　
正
　
広

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田
　
村
　
　
　
仁

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

遠
　
藤
　
公
　
治

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

門
　
屋
　
正
　
勝

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田
　
村
　
貴
　
史

情
報
統
計
係
長

遠
　
藤
　
真
知
子

主
任

柳
　
澤
　
大
　
輔

主
事

伊
　
藤
　
真
　
吾

課
付（
主
任
級・
名
護
市
派
遣
）

山
　
本
　
和
　
範

課
付（
主
任
級・
陸
前
高
田
市
派
遣
）

阿
　
部
　
正
　
陽

課
付（
主
事
級・
大
槌
町
派
遣
）

佐
々
木
　
亜
久
里

防災安全課

課
長

畑
　
山
　
直
　
已

地
域
安
全
係
長

高
　
橋
　
伸
　
也

主
事

山
　
本
　
裕
　
貴

課
長
補
佐
兼
消
防
防
災
係
長

工　
藤　
輝　
樹

主
任

田
　
村
　
修
　
一

主
事

笹
　
森
　
孝
　
哉

地域振興課

課
長

渡
　
辺
　
　
　
信

課
長
補
佐
兼
博
物
館
副
館
長

東　
本　
茂　
樹

地
域
振
興
係
長

遠　
藤　
由
美
子

主
任

高
　
橋
　
洋
　
子

主
事
補

齊
　
藤
　
翔
　
悟

生
涯
学
習
係
長

松
　
村
　
利
　
紀

主
任

畠
　
山
　
　
　
耕

主
事
補【
新
採
用
】

木
　
村
　
　
　
陽

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長

畠
　
山
　
　
　
拓

主
任

伊
　
藤
　
徹
　
哉

主
任

中
軽
米
　
広
　
和

主
事

佐
　
藤
　
啓
　
太

【
氏
名　
色
字
＝
異
動
者
・
新
採
用
、
太
字
＝
昇
任
】

（
平
成
31
年
４
月
２
日
付
）

市
職
員
人
事
異
動

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

地域福祉課

課
長
兼
福
祉
事
務
所
長

松
　
村
　
錦
　
一

課
長
補
佐

金
田
一
　
捷
　
誠

課
長
補
佐
兼
福
祉
総
務
係
長

本　
堂　
清　
寿

主
任

北
　
舘
　
有
　
輝

主
事

阿
　
部
　
聡
　
八

生
活
保
護
係
長

伊
　
藤
　
信
　
幸

主
任
兼
社
会
福
祉
主
事

清
　
川
　
智
　
紀

主
事

三
　
浦
　
　
　
拓

主
事

滝
　
澤
　
知
佳
子

障
が
い
福
祉
係
長

佐
々
木
　
洋
　
美

主
事

小
　
林
　
柚
　
香

主
事

高
　
橋
　
奈
津
佳

主
事
補

田
　
村
　
洋
　
人

主
任
保
健
師

渡
　
辺
　
夕
　
夏

保
健
師

伊
　
藤
　
千
　
晶

児
童
福
祉
係
長

遠
　
藤
　
　
　
悟

主
任

佐
　
藤
　
華
　
央

主
任

山
　
本
　
　
　
瞳

主
事
補

八
　
幡
　
優
　
作

主
事
補【
新
採
用
】

畠
　
山
　
睦
　
美

寺田保育所

所
長

畠　
山　
ひ
ろ
み

副
所
長

高
　
橋
　
佳
　
代

主
任
保
育
士

西
　
岡
　
美
　
咲

保
育
士

工
　
藤
　
美
　
佳

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

本
　
堂
　
由
紀
子

松野保育所

所
長

佐
　
藤
　
ひ
と
美

副
所
長

村
　
田
　
律
　
子

主
任
保
育
士【
再
任
用
】

大
　
森
　
玲
　
子

主
任
保
育
士

高
　
橋
　
幸
　
子

主
任
保
育
士

高
　
橋
　
千
　
春

主
任
保
育
士

川
　
田
　
真
由
美

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田
　
村
　
真
　
紀

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田
　
村
　
智
　
子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

目
　
時
　
史
　
恵

寄木保育所

所
長

山
　
口
　
　
　
静

副
所
長

関
　
　
　
悦
　
子

保
育
士【
新
採
用
】

工
　
藤
　
優
　
子

保
育
士

杣
　
澤
　
　
　
瞳

調
理
員
兼
用
務
員

田
　
口
　
志
保
子

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

農林課

課
長

田
　
村
　
泰
　
彦

課
長
補
佐

佐
々
木
　
善
　
勝

農
政
推
進
係
長

佐
　
藤
　
　
　
新

主
事（
名
護
市
か
ら
派
遣
）

神
　
山
　
知
　
恵

主
事

田
　
口
　
洋
　
二

経
営
支
援
係
長

高
　
橋
　
　
　
潤

主
任

高
　
橋
　
稔
　
耶

主
事

恩
　
賀
　
ひ
と
み

農
村
整
備
係
長

遠
　
藤
　
　
　
満

主
事

佐
々
木
　
芳
　
輝

課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長

渡　
辺　
　
　
修

主
任

佐
々
木
　
優
　
聡

主
事

吉
　
田
　
大
　
祐

林
業
係
長

高　
橋　
武　
士

主
任

中
軽
米
　
　
　
健

花き研究
開発センター

所
長
兼
地
域
資
源
利
活
用
施
設
所
長

日
　
影
　
孝
　
志

副
所
長

津
　
島
　
佐
智
幸

係
長

高　
橋　
　
　
亮

技
師

高
　
村
　
祐
太
郎

技
師【
新
採
用
】

鈴
　
木
　
理
　
奈

商工観光課

課
長
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長

遠　
藤　
幸　
宏

課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
兼
安
代
漆
工
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
兼
安
比
塗
漆
器
工

房
副
所
長

阿
　
部
　
春
　
美

主
任

佐
々
木
　
靖
　
人

主
任

泉
　
山
　
美
　
穂

企
業
立
地
推
進
係
長

中
軽
米
　
真
　
人

主
任

遠
　
藤
　
佑
　
輔

課
長
補
佐
兼
観
光
振
興
係
長

佐
々
木　
宣　
明

主
事

田
　
村
　
夏
　
海

主
事
補

八
　
角
　
　
　
寿

自
然
公
園
係
長

伊　
藤　
孝　
治

主
任

高
　
橋
　
　
　
亮

安代漆工技術
研究センター
技
師
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
技
師

八
　
幡
　
理
恵
子

安比塗
漆器工房
主
任
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任

【
再
任
用
】

小
山
田
　
　
　
巧

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

柏　台
保育所

所
長

古
　
川
　
千
恵
子

副
所
長

藤
　
井
　
聡
　
子

主
任
保
育
士

村
　
木
　
明
日
香

保
育
士

竹
　
田
　
千
　
晶

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

小
　
舘
　
久
美
子

田山保育所

所
長

滝
　
沢
　
登
美
子

副
所
長

鈴
　
木
　
文
　
香

主
任
保
育
士

齋
　
藤
　
恵
理
子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

盛
　
内
　
和
　
子

健康福祉課

課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

村
　
上
　
直
　
樹

課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
工　
藤　
千　
歳

課
長
補
佐

齋　
藤　
美
保
子

健
康
推
進
係
長

西
　
山
　
広
　
美

主
事

遠
　
藤
　
真
　
理

主
任
栄
養
士
兼
地
域
福
祉
課
主
任
栄
養
士

田
　
村
　
直
　
子

栄
養
士

田
　
村
　
智
　
美

主
任
保
健
師

山
　
本
　
静
　
子

保
健
師

種
　
市
　
恵
　
美

保
健
師

米
　
田
　
純
　
奈

保
健
師

上
　
家
　
果
　
奈

保
健
師【
新
採
用
】

畠
　
山
　
典
　
子

保
健
師

小
　
林
　
華
　
織

保
健
師【
新
採
用
】

佐
々
木
　
和
　
佳

高
齢
福
祉
係
長

遠
　
藤
　
祐
　
一

主
任

安
　
藤
　
歌
南
子

主
事

佐
々
木
　
利
　
也

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

小　
林　
恵　
美

主
事
兼
社
会
福
祉
士

澤
　
口
　
　
　
藍

主
事
兼
社
会
福
祉
士

上
　
山
　
貴
　
広

主
事

田
　
村
　
愛
　
美

保
健
師

森
　
　
　
由
　
依

保
健
師【
新
採
用
】

小
　
林
　
香
　
織

保
健
師

八
　
角
　
智
　
美

課
付（
課
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
小
山
田　
美
恵
子

課
付（
課
長
補
佐
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

派
遣
）

伊
　
藤
　
純
　
子

課
付（
係
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
佐
々
木
　
聡
　
子

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
工
　
藤
　
麻
　
衣

課
付（
主
事
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
田
　
村
　
崇
　
宏

課
付（
主
事
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
佐
々
木
　
美
　
香
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所
属

職　
　
名

氏　
　
名

建設課

課
長

関
　
本
　
英
　
好

課
長
補
佐

藤
　
村
　
弘
　
美

管
理
係
長

立
　
柳
　
　
　
明

主
任

沼
　
田
　
　
　
崇

主
事

遠
　
藤
　
健
　
太

技
師
補
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
技
師
補

伊
　
藤
　
友
　
博

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

中
　
村
　
健
　
悦

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

荒
　
井
　
　
　
健

土
木
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

高
　
橋
　
和
　
幸

主
任
技
師

佐
々
木
　
　
　
誠

主
任

佐
　
藤
　
　
　
学

主
任

元
　
木
　
洋
　
介

主
任
技
師

遠
　
藤
　
芳
　
彦

技
師
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
技
師

村
　
田
　
康
　
熙

技
師
補【
新
採
用
】

小
山
田
　
　
　
航

建
築
係
長

竹
　
田
　
直
　
也

主
事

関
　
　
　
　
　
悠

技
師

工
　
藤
　
郁
　
子

技
師
補

種
　
市
　
　
　
廉

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

工
　
藤
　
　
　
剛

主
任

岩
　
泉
　
園
　
子

主
事

澤
　
口
　
頼
　
太

上下水道課

課
長
兼
布
設
工
事
監
督
者
兼
水
道
技
術
管

理
者

菅
　
原
　
浩
　
人

課
長
補
佐
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

堀
　
口
　
武
　
一

経
理
係
長

工
　
藤
　
裕
　
志

主
事

澤
　
口
　
仁
　
美

主
事

工
　
藤
　
俊
　
太

主
事
補

因
　
幡
　
真
佑
子

主
事
補

羽
　
沢
　
　
　
望

維
持
管
理
係
長

羽
　
澤
　
　
　
貴

主
任

橋
　
本
　
光
　
幸

主
任

佐
々
木
　
智
　
彦

主
事

武
　
田
　
　
　
平

主
任
工
手

北
　
口
　
建
　
人

工
手

松
　
尾
　
弘
　
樹

工
務
係
長

小
　
林
　
　
　
慎

主
任

小
田
島
　
　
　
敦

主
事
補【
新
採
用
】

工
　
藤
　
聖
　
也

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

安代総合支所

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）【
再

任
用
】

渋
　
谷
　
栄
　
光

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

小
山
田
　
龍
　
司

主
任

関
　
　
　
　
　
満

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

畠
　
山
　
和
　
義

田山
支所
市
民
係
主
任

工
　
藤
　
能
　
久

安　代
診療所

所
長【
新
採
用
】

長
　
嶺
　
　
　
進

看
護
師
長

津
　
島
　
綾
　
子

看
護
副
主
任

三
　
浦
　
百
合
子

事
務
局
長
補
佐
兼
事
務
係
長
兼
田
山
診
療
所

事
務
局
長
補
佐
兼
事
務
係
長

佐
　
藤
　
令
　
子

主
事
兼
田
山
診
療
所
主
事

工
　
藤
　
竜
　
也

田　山
診療所

所
長

佐
々
木
　
一
　
匡

看
護
副
主
任

佐
　
藤
　
慶
　
子

看
護
副
主
任

田
　
中
　
美
　
香

■
病
院
事
業

西根病院

統
括
院
長（
事
業
管
理
者
兼
務
）

望
　
月
　
　
　
泉

院
長

瀧
　
山
　
郁
　
雄

副
院
長
兼
内
科
長【
新
採
用
】

梶
　
原
　
　
　
隆

薬
剤
師

中
軽
米
　
　
　
宰

薬
剤
師

松
　
浦
　
広
　
大

主
任
診
療
放
射
線
技
師

工
　
藤
　
悦
　
夫

診
療
放
射
線
技
師

工
　
藤
　
貴
　
洋

臨
床
検
査
技
師

坂
　
本
　
杏
　
子

臨
床
検
査
技
師

高
　
村
　
光
　
一

臨
床
工
学
技
士

内
　
藤
　
真
　
紀

理
学
療
法
士

吉
　
田
　
　
　
恭

理
学
療
法
士

柳
　
本
　
　
　
学

主
任
栄
養
士

田
　
村
　
順
　
子

看
護
師
長

佐
々
木
　
美
　
幸

副
看
護
師
長

伊
　
藤
　
秀
　
子

看
護
主
任

高　
橋　
由
美
子

看
護
主
任

田
　
村
　
美
智
代

看
護
主
任

工　
藤　
惠
美
子

看
護
副
主
任

畑
　
山
　
る
み
子

看
護
副
主
任

工
　
藤
　
克
　
江

看
護
副
主
任

本
　
堂
　
由
賀
子

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

会計課

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

菅
　
野
　
美
津
子

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

高
　
橋
　
琢
　
紀

主
任

西
　
田
　
光
　
吉

主
任

田
　
村
　
久
　
子

審
査
係
長

佐
々
木　
　
　
桂

主
事
補

佐
　
藤
　
恭
　
兵

■
西
根
総
合
支
所

西根総合支所

総
合
支
所
長
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
森　
　
　
政　
彦

総
合
支
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
兼
西
根

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
副
所
長

葛
　
西
　
美
羽
子

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

高
　
橋
　
　
　
慶

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

工
　
藤
　
四
次
郎

市
民
福
祉
係
長

高
　
橋
　
由
　
泰

主
査（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）

高
　
橋
　
　
　
浩

主
任
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
主
任

佐
　
藤
　
文
　
城

主
任

高
　
橋
　
陽
　
子

主
事

関
　
口
　
智
恵
里

主
事
補

田
　
村
　
真
　
央

西根地区
市民ｾﾝﾀｰ

主
任
兼
西
根
総
合
支
所
主
任【
再
任
用
】

黒
　
沢
　
博
　
範

主
事
補

畠
　
山
　
健
　
汰

■
安
代
総
合
支
所

安代総合支所

総
合
支
所
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
長
兼
田
山

ス
キ
ー
場
支
配
人
兼
索
道
主
任
兼
安
代
診
療

所
事
務
局
長
兼
田
山
診
療
所
事
務
局
長

阿　
部　
正　
昭

総
合
支
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
兼
田
山

支
所
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
副
支
配
人

高　
橋　
繁　
範

主
任
兼
田
山
ス
キ
ー
場
主
任

畑
　
　
　
　
　
肇

主
事
兼
田
山
ス
キ
ー
場
主
事

橋
　
本
　
拓
　
也

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員
兼
田
山

ス
キ
ー
場
索
道
技
術
管
理
員

安
　
保
　
千
　
博

市
民
福
祉
係
長
兼
田
山
支
所
市
民
係
長

瀧
　
澤
　
麻
　
紀

主
任

関
　
口
　
清
　
行

主
事

松
　
尾
　
隆
　
希

主
事

立
　
柳
　
大
　
士

総
合
支
所
長
補
佐
兼
土
木
林
業
係
長
兼
防
災

ダ
ム
管
理
所
副
所
長

目
　
時
　
浩
　
一

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

西根病院

看
護
副
主
任

高
　
橋
　
美
　
香

看
護
副
主
任

高　
橋　
ひ
と
み

看
護
副
主
任

高　
村　
亜
寿
香

看
護
副
主
任

佐
々
木　
里　
美

看
護
師

高
　
橋
　
美
　
樹

看
護
師

小
　
島
　
節
　
子

看
護
師

高
　
橋
　
美
代
子

看
護
師

高
　
田
　
沙
　
織

看
護
師

遠
　
藤
　
由
果
里

看
護
師

田
　
村
　
真
　
弓

看
護
師

斎
　
藤
　
明
　
子

看
護
師【
新
採
用
】

伊
　
藤
　
尚
　
子

看
護
師

田
　
村
　
望
　
美

看
護
師【
新
採
用
】

小
野
寺
　
ひ
と
み

看
護
師

澤
　
尻
　
将
　
人

主
任
兼
社
会
福
祉
士

武
　
内
　
　
　
晶

事
務
局
長

高　
橋　
康　
幸

事
務
局
長
補
佐
兼
医
療
係
長

齋　
藤　
啓　
志

主
任

田
　
村
　
　
　
大

主
事

佐
　
藤
　
綾
　
佳

主
事

中
軽
米
　
裕
　
子

建
設
係
長

伊
　
藤
　
健
　
児

■
議
会

事務局

事
務
局
長

高
　
橋
　
政
　
典

事
務
局
長
補
佐

村
　
上
　
郁
　
子

議
事
係
長

高　
橋　
美　
穂

主
任【
再
任
用
】

遠
　
藤
　
明
　
広

主
任

佐
々
木
　
久
　
禎

■
教
育
委
員
会

事　務　局
教育総務課

課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
図
書
館

長

工
　
藤
　
久
　
志

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
副
所
長

佐
々
木　
由
理
香

主
任【
再
任
用
】

工
　
藤
　
　
　
健

主
任

佐
々
木
　
　
　
瞳

主
事

田
　
村
　
直
　
大

学
事
係
長

坂
　
本
　
　
　
譲

主
事

伊
　
藤
　
麻
　
美

所
属

職　
　
名

氏　
　
名

事　務　局
教育指導課

課
長
兼
教
育
研
究
所
長

川
　
村
　
憲
　
弘

課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
兼
教
育
研
究
所
副
所
長
古
　
川
　
泰
　
也

小・中学校

大
更
小
学
校
主
任
用
務
員

工
　
藤
　
　
　
信

大
更
小
学
校
主
任
用
務
員

中
　
村
　
正
　
利

田
頭
小
学
校
主
任
用
務
員

関
　
　
　
た
え
子

平
笠
小
学
校
主
任
用
務
員

伊
　
藤
　
正
　
幸

平
舘
小
学
校
主
任
用
務
員

荒
　
川
　
美
津
子

寺
田
小
学
校
主
任
用
務
員

元
　
村
　
和
　
明

安
代
小
学
校
主
任
用
務
員

遠
　
藤
　
浩
　
二

田
山
小
学
校
主
任
用
務
員

安
　
保
　
美
由
樹

西
根
中
学
校
主
任
用
務
員

佐
　
藤
　
　
　
智

西
根
第
一
中
学
校
主
任
用
務
員

松
　
村
　
一
　
夫

松
尾
中
学
校
主
任
用
務
員

千
　
葉
　
　
　
正

西根地区学校
給食センター

副
所
長

田
　
村
　
春
　
彦

主
任

松
　
尾
　
　
　
茂

安代地区学校
給食センター
係
長

村
　
井
　
伸
　
地

図書館

主
任【
再
任
用
】

高
　
橋
　
賢
　
悦

■
選
挙
管
理
委
員
会

事務局

事
務
局
長
補
佐

立　
柳　
俊　
一

■
監
査
委
員

事務局

事
務
局
長

高
　
橋
　
順
　
子

主
任

橋
　
場
　
　
　
忍

■
農
業
委
員
会

事務局

事
務
局
長

遠　
藤　
竹　
弥

農
地
調
整
係
長

根
　
守
　
　
　
緑

主
事

古
　
川
　
忠
　
彦

主
事

高
　
橋
　
彩
　
斗

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

立
　
花
　
　
　
浩

主
事

古
　
川
　
裕
　
太

▪
退
職
者（
３
月
31
日
付
）

職　
　
名

氏　
　
名

企
画
財
政
課
長

香
　
川
　
　
　
豊

総
務
課
長
（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
小
山
田
　
　
　
巧

商
工
観
光
課
長
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長

小
山
田
　
克
　
則

防
災
安
全
課
長

遠
　
藤
　
明
　
広

西
根
総
合
支
所
長
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

所
長

渋
　
谷
　
栄
　
光

安
代
総
合
支
所
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
支
配
人
兼

防
災
ダ
ム
管
理
所
長
兼
安
代
診
療
所
事
務
局
長

兼
田
山
診
療
所
事
務
局
長

佐
　
藤
　
泰
　
平

会
計
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

高
　
橋
　
賢
　
悦

寺
田
保
育
所
長

鳥
　
居
　
和
　
枝

柏
台
保
育
所
主
任
保
育
士

佐
々
木
　
幸
　
恵

安
代
総
合
支
所
主
事

中
川
原
　
文
　
香

西
根
病
院
小
児
科
長

小
　
田
　
翔
　
一

西
根
病
院
事
務
局
長

遠
　
藤
　
俊
　
彦

西
根
病
院
看
護
主
任

桜
　
井
　
友
　
子

西
根
病
院
看
護
副
主
任

髙
　
橋
　
玲
　
子

議
会
事
務
局
長

中
軽
米
　
昭
　
彦

安
代
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
所
長

黒
　
澤
　
博
　
範

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
指
導
課
長
補
佐
兼
指
導
係

長
兼
教
育
研
究
所
副
所
長

片
　
方
　
元
　
昭

▪
併
任
の
解
除

（
３
月
31
日
付
、
名
護
市
か
ら
八
幡
平
市
へ
の
派
遣
期
間
終
了
）

職　
　
名

氏　
　
名

商
工
観
光
課
主
事

池
　
間
　
正
　
剛

退
職
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
平舘クリニック（☎74-3120） かづの厚生病院（☎23-2111）
西根病院（☎76-3111） 小坂町診療所（☎29-5500）
吉田内科呼吸器科医院（☎70-1100） なかのクリニック（☎22-7335）
東八幡平病院（☎78-2511） 大里医院（☎22-1251）
八幡平こどもクリニック（☎75-2632） 本田医院（☎35-3002）

三ヶ田医院（☎31-1231）
大湯リハビリ病院（☎37-3511）
鹿角中央病院（☎23-4131）
笹村整形外科（☎30-0035）

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
白樺薬局（☎74-3363） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
さいとう薬局（☎72-2130） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
スマイル薬局（☎75-2871） 日本調剤薬局（☎30-1193）
柏台薬局（☎71-1001）
大更調剤薬局（☎70-1320）
つぐみ薬局（☎76-2900）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学附属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-635-1305
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
▶症状が重い場合（17：00～翌朝 9:00、土曜日は13:00（祝日の土曜日は 9:00）から受
け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

５月17日㈮
10：00～15：00

市役所本庁舎
※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） ５月９日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟

盛岡年金事務所
（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76-3111）

耳　鼻　科 毎週水曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　10：00～
呼　吸　器 第３月曜日　　　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　　　14：00～
神　　　経 第３木曜日　　　　　14：00～

安代診療所（☎72-3115） 内　　　科 第２・４木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
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４月22日〜５月19日

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （日　赤） （医　大） （中　央） （医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（大更コミセ
ン）
■田頭コミセン＝成人講座「野
山を歩く会」　7：30～18：00（秋
田県仙北市）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（大更コミセ
ン）

■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（大更コミセ
ン）

■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（大更コ
ミセン）
■博物館＝テーマ展「おひろ
め展」　9：00～16：00
■商工観光課＝八幡平樹海ラ
イン開通記念式　9：30開始

（松川ゲート）

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （中　央） （日　赤） （医　大） （中　央）

■昭和の日
■市役所閉庁日

■休日
■市役所閉庁日
■図書館休館日

■即位の日
■市役所閉庁日

■休日
■市役所閉庁日

■憲法記念日
■市役所閉庁日
■商工観光課＝不動の滝まつ
り　9：30～15：00（桜松公園）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）小坂町診療所▶当番薬
局（市内）あさひ薬局西根中学
校前店、さいとう薬局・（鹿
角）黒沢薬局

▶当番医（市内）吉田内科呼吸
器科医院・（鹿角）なかのクリ
ニック▶当番薬局（市内）スマ
イル薬局、さいとう薬局・（鹿
角）黒沢薬局

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局、白樺薬
局・（鹿角）黒沢薬局

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）本田医院▶当番薬局
（市内）大更調剤薬局、あさひ
薬局西根中学校前店・（鹿角）
黒沢薬局

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）三ヶ田医院▶当番
薬局（市内）白樺薬局・（鹿角）
黒沢薬局

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（中　央） （川久保） （医　大） （中　央） （日　赤）

■振替休日
■市役所閉庁日

■図書館休館日
■博物館休館日
■田頭コミセン＝成人講座
「プリザーブドフラワー教室」　
10：00～12：00

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝２歳６カ月児
歯科健診【受付】　9：00～9：15
（市役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（田頭コミセ
ン）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）

■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（田頭コミセ
ン）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）笹村整形外科▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）黒沢薬局

小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （川久保） （医　大） （中　央） （医　大）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝献血　9：30～
11：30、13：00～16：30（市役所
多目的ホール棟）
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■防災安全課＝Jアラート全
国一斉情報伝達試験　11：00～
■荒屋コミセン＝移動図書
11：40～14：50（田山地区）

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■田頭コミセン＝成人講座

「 マ ー ブ ル ア ー ト 教 室 」　
13：30～15：30

小児救急病院 小児救急病院
（中　央） （日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶八幡平短歌会　
13：00～15：30▶おはなしのじ
かん　14：30～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）白樺薬局・

（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院 小児救急病院
（川久保） （医　大）

■みどりの日
■市役所閉庁日
■商工観光課＝八幡平さくら
まつり　10：00～14：30（県民
の森）　※5日まで
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■こどもの日
■市役所閉庁日

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）黒沢薬局

▶当番医（市内）八幡平こども
クリニック・（鹿角）鹿角中央
病院▶当番薬局（市内）つぐみ
薬局・（鹿角）ファーマックス
かづの薬局

小児救急病院 小児救急病院
（医　大） （中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん　14：30～15：00▶Tom＆
Tam Story Time　15：00～
15：30

■市役所閉庁日
■図書館＝子ども図書館まつ
り　14：00～15：30

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）日本調剤薬
局

小児救急病院 小児救急病院
（中　央） （医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝八幡平短歌会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

27	

29	 5	

6	 12	

13	

7	

14	

4/22	 23	 24	 25	 26	

30	 5/1	 2	 3	 4	

8	 9	 10	 11	

15	 16	 17	 18	 19

28	

市税納期（納期限５月3１日）　固定資産税（第１期）、軽自動車税 県税納期（納期限５月3１日）　自動車税 1415 No.286 ◎2019．4.11



16

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

4月１5日～６月１5日まで 
春の農作業安全月間です

　これから春の農繁期を迎え、
農作業事故の発生が懸念されま
す。県では「まずはワンチェッ
ク、ワンアクションで農作業安
全」をテーマに農作業事故防止
運動を展開します。
　農作業に従事する際は、下記
の点を含め事故防止に努めま
しょう。
①農業機械は日常点検・定期
点検を怠らない。
②トラクターに安全フレーム
を装着し、運転者はシートベル
トを着用する。
③強風、乾燥時は野焼きをし
ない。
※万が一に備えて労災保険の
加入を検討しましょう。
■問い合わせ先　農林水産部農
産園芸課（☎019-629-5708）

雇用保険などの追加給付 
平成１6年以降受給者対象

　厚生労働省が実施している毎
月勤労統計調査において、対象
となる企業全てを調査せず一部
抽出調査としたため、この調査
の平均給与額の変動を基礎に算
定している雇用保険、労災保険、
船員保険の給付額に影響が生じ
ています。
　同省では、本来の額より多く
受給していた人には返還を求め
ませんが、追加給付が必要にな
る人には、平成16年以降分をさ
かのぼって再計算し、順次給付
を行うこととしています。
■問い合わせ専用ダイヤル
▶雇用保険　0120-952-807
▶労災保険　0120-952-824

日頃の技術を試そう 
アビリンピック20１9

　（独）高齢・障害・求職者雇用
支援機構岩手支部では、第 17 回
県障がい者技能競技大会「チャ
レンジいわてアビリンピック
2019」の参加者を募集します。
■開催日　７月７日㈰
■場所　県立産業技術短期大学
校（矢巾町）
■競技種目（部門）　▶身体・知
的・精神障がい者　❶ワープロ
❷表計算❸喫茶サービス❹ビル
クリーニング❺洋裁❻ＤＴＰ❼
オフィスアシスタント　▶知的
障がい者　❶縫製❷木工❸パソ
コンデータ入力
■対象者　４月１日現在15歳以
上で障害者手帳などを所持し、
県内に居住または県内の事業所
などに在籍する人
■申込期限　５月21日㈫
■申し込み・問い合わせ先　同
支 部 高 齢・ 障 害 者 業 務 課（ ☎
019-654-2081）

自動車税は５月3１日 
までに納めましょう

　転居した人で納税通知書が届
かない場合は、ご連絡ください。
■問い合わせ先　盛岡広域振興
局県税部（☎019-629-6546）

国税振替納付の口座確認 
残高不足で延滞税が加算

　国税の振替納付の人は、振替
納付日の前日までに口座残高を
ご確認ください。
■振替納付日　▶所得税　４月
22日㈪　▶消費税　４月24日㈬
■問い合わせ先　盛岡税務署（☎
019-622-6141）

▶船員保険　0120-830-008
■受付時間　午前８時半から午
後８時（土曜・日曜・祝日は午
後５時15 分）まで

行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

収集区域

4 ５

25 26 27 28 29 30 １ 2 ３ 4 ５ ６ 7

木 金 土 日 月・祝 火・休 水・祝 木・休 金・祝 土・祝 日・祝 月・休 火

西根
大更 〇 〇 〇

田頭・平舘・寺田 〇 〇 〇

松尾
松尾・野駄・畑・安比 〇 〇 〇

温泉郷・寄木・柏台 〇 〇 〇

安代
細野・畑・荒屋・浅沢 〇 〇 〇

舘市・田山・五日市 〇 〇 〇

清掃センター 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇

■　連休期間中のごみの収集日

※４月28日は、一般家庭用の粗大ごみ、埋め立てをするごみ、指定袋に入らない燃えるごみのみの受け入れとなります。
問　市民課生活衛生係（☎・内線1067）

連休期間中の回収は、燃えるごみのみ。清掃センターは収集日に
合わせ、燃えるごみのみならず、通常の受け入れを行います。

月 日 曜日 医療機関 時間 医療機関 時間

4 27 土 【通常】東八幡平病院 9:00～12:30 【通常】平舘クリニック 8:00～11:30

【通常】畠山内科クリニック 8:30～13:00 【通常】吉田内科呼吸器科医院 8:30～13:00

【通常】にしね眼科クリニック 8:30～13:00 【通常】八幡平こどもクリニック 8:45～12:30

28 日 【当番】平舘クリニック 8:00～11:30・13:30～17:00

29 月・祝 【当番】西根病院 8:30～12:00・14:00～17:00

30 火・休 【当番】吉田内科呼吸器科医院 9:00～12:00・14:00～17:00 【通常】平舘クリニック 8:00～11:30・13:30～17:30

５ １ 水・祝 【当番・通常】東八幡平病院 9:00～12:00・13:00～17:30 【通常】平舘クリニック 8:00～11:30・13:30～17:30

【午前】森整形外科 8:30～12:00

2 木・休 【当番・通常】西根病院
※小児科は休診

8:30～12:00・14:00～17:00 【通常】平舘クリニック 8:00～11:30

３ 金・祝 【当番】平舘クリニック 8:00～11:30・13:30～17:00

4 土・祝 【当番】西根病院 8:30～12:00・14:00～17:00 【通常】森整形外科 8:30～12:00

５ 日・祝 【当番】八幡平こどもクリニック 9:00～12:30・13:30～17:00

６ 月・休 【当番・通常】東八幡平病院 9:00～12:00・13:00～17:30

※夜間（19：00～23：00）は平常通り、盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】をご利用ください。盛岡市神明町3-29、盛岡市
保健所（☎ 019-654-1080）

■　連休期間中に診療などを行う市内医療機関 【当番】＝休日当番医、【通常】＝通常診療、【午前】＝午前のみ診療
安代診療所および田山診療所は、下記連休期間中、診療しません。

■　農業委員会５月総会の申請書提出期限が変更

　市農業委員会は、農地法３条・４条・５条・適用外証
明願・農地改良届の申請を受け付けています。申請書の
提出期限は、毎月５日としておりますが、10連休に伴い、
５月総会に係る申請書の提出期限が変更となりますの
で、ご注意ください。
　申請受け付け後は、記載内容の審査や現地確認調査を
行い、毎月25日開催予定の総会で審議されます。
■申請書提出期限　４月26日㈮
■現地調査予定日　５月15日㈬
■総会開催予定日　５月24日㈮
■許可書交付予定　【３条】５月28日㈫以降　【転用】６月
中旬以降（県知事許可）

問　同委員会事務局農地調整係（☎・内線1353）

■　連休期間中コミバスは運休

　市コミュニティバスは、４月27日㈯から５月６日（月・
休日）までの10日間運休します。
　ただし、５月４日（土・祝日）の安代地区荒沢路線は、
例年通り運行します。

問　地域振興課地域振興係（☎・内線1151）

連休期間中に関する情報を
まとめてお知らせします

問　健康福祉課健康推進係（☎・内線1089）
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計
画

軽
微
な
変
更
を
受
け
付
け

　
市
は
、
毎
年
４
月
１
日
お
よ
び
10
月
１
日

を
基
準
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど

の
使
用
世
帯
人
員
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
は
❶
農
業
集
落
排
水
❷
集
合
浄
化

槽
❸
自
家
水
・
組
合
水
道
水
を
排
水
し
て
い

る
公
共
下
水
道
の
使
用
世
帯
で
す
。

　
基
準
日
ま
で
の
使
用
料
算
定
人
数
と
基
準

日
に
お
け
る
住
民
登
録
人
数
が
異
な
る
世
帯

に
は
、
上
下
水
道
課
か
ら
確
認
の
案
内
書
を

郵
送
し
ま
す
。

　
使
用
人
数
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

同
封
す
る
使
用
者
等
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
案
内
書
の
内
容
に
変
更
の
無
い
世

帯
は
提
出
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
経
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
７
２
）

農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど

使
用
世
帯
の
人
員
を
調
査

　
春
先
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
る
季
節

で
す
。
ク
マ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
入
山
地
域
の
ク
マ
の
出
没
情
報
を
収
集

し
、危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

▼
朝
夕
や
霧
が
出
て
い
る
時
の
入
山
は
避

け
、単
独
行
動
は
し
な
い
。

▼
鈴
、笛
、ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
身

に
着
け
、人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

▼
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
持
ち
歩
く
。

▼
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
引
き

返
す
。

▼
も
し
ク
マ
に
出
合
っ
た
ら
、慌
て
た
り
、騒

い
だ
り
し
て
ク
マ
を
刺
激
し
な
い
。

▼
逃
げ
る
際
は
、背
中
を
見
せ
な
い
。
ま
た
、

走
ら
ず
、ゆ
っ
く
り
後
退
す
る
。

▼
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
、
野
山
に
生

ゴ
ミ
な
ど
を
捨
て
な
い
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助
制
度　
ク
マ
な

ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
と
し
て
、
電
気

入
山
時
や
農
作
業
時
は

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
経
済
産
業
省
で
は
、
従
業
員
４
人
以
上
の

全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、
民
間

企
業
や
大
学
な
ど
国
民
生
活
の
幅
広
い
分
野

で
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
回
答

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

製
造
事
業
所
を
対
象
に

工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す

　
市
は
、
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
通
り
行

い
ま
す
。

■
職
種
と
受
験
資
格

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

　

市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税「
電
子
感
謝
券
」

の
導
入
に
参
加
す
る
事
業
者（
加
盟
店
）を

募
集
し
ま
す
。

　

電
子
感
謝
券
の
仕
組
み
や
導
入
方
法
、導

入
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
４
月
26
日
㈮
午
後
３
時
か
ら
４

時
半
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
電
子
感
謝
券
と
は　
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
者
へ
返
礼
品
と
し
て
送
る
電
子
ポ
イ

ン
ト
の
こ
と
で
す
。
寄
付
者
は
直
接
加
盟

店
を
訪
れ
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
交
換
し

て
Ｑ
Ｒ
決
済（
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
）し
ま

す
。電
子
ポ
イ
ン
ト
は
寄
付
者
に
直
接
付
与

さ
れ
、発
行
地
域
の
加
盟
店
で
の
み
利
用
で

き
ま
す
。他
者
へ
の
譲
渡
や
換
金
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
対
象
事
業
者　
農
産
物
や
特
産
品
の
販

売
店
は
も
ち
ろ
ん
、飲
食
店
や
レ
ジ
ャ
ー
施

設
、宿
泊
施
設
な
ど
市
内
の
多
く
の
事
業
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

導
入
に
あ
た
り
特
別
な
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。訪
れ
る
寄
付
者
に
事
業
者
の
魅
力

を
直
接
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ほ
か
、こ
れ
ま
で

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
参
画
が
難
し
か
っ
た

事
業
者
も
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

※
金
券
や
宝
飾
品
な
ど
一
部
提
供
で
き
な

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
地
域
戦

略
係
（
☎
・
内
線
１
２
０
９
）

ふ
る
さ
と
納
税
電
子
感
謝
券
の

事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
で
も

市
税
な
ど
が
納
付
可
能
に

　
４
月
か
ら
、
市
税
な
ど
が
郵
便
局
で
も
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
で
き
る
納
税
通
知
書
に
は
、
裏
面
の

納
付
場
所
一
覧
に「
東
北
各
県
内
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）」と
印
字
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
金
融
機
関
、
市

役
所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
納
付
で
き
る
郵
便
局　
東
北
６
県
に
あ

る
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局（
簡
易
郵
便
局

を
含
む
）

■
対
象
と
な
る
市
税
な
ど　
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
市
県
民

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
市
営
住
宅

使
用
料
、
学
校
給
食
費
、
保
育
料
、
奨
学
金

償
還
金
、
水
道
料
金
、
下
水
道
等
使
用
料
、

介
護
保
険
料

※
31
年
３
月
ま
で
に
発
行
し
た
納
付
書
で

は
、
郵
便
局
で
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
会
計
課
出
納
係（
☎
・

内
線
１
０
５
２
）

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
全
て
の
産
業
分

野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動
状
態
な
ど
の
基

本
的
構
造
を
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象

と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
て
の
事
業
所
の
活

動
状
態
を
外
観
な
ど
か
ら
確
認
し
ま
す
。
新

た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
の
事
業
所

に
は
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
回
答

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
調
査
期
間　
６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
半
年
間

■
調
査
周
期　
５
年

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
情
報
統
計
係

（
☎
・
内
線
１
２
４
１
）

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
へ

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
市
は
、
左
表
に
示
す
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
随
時
募
集
の
た
め
、
先
着
順
に
書
類
審
査

を
行
い
決
定
し
、
空
き
住
戸
が
な
く
な
れ
ば

募
集
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布
場
所　
建
設
課

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築
係（
☎
・

内
線
１
３
０
６）　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す

表＿入居者を募集する市営住宅（全て風呂付き）
住宅名 場所 建設年度 間取り 単身入居
柏台第一住宅 柏台 昭和60～平成元年 2LDK 〇
時森住宅 松尾 昭和56、57年 3K 〇
曲田住宅 安代 平成元年 2LK ×
コマクサ 柏台 昭和56年 2DK・3DK 〇・×
ニッコウキスゲ 柏台 昭和57年 2LDK ×
チングルマ 柏台 昭和57年 2LDK ×
シャクナゲ 柏台 昭和58年 3DK ×
４号棟 柏台 昭和62年 2LDK 〇
湯沢住宅（特公） 松尾 平成７、８年 2LDK ×

■
採
用
予
定
日　
10
月
１
日
㈫

※
詳
細
は
面
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
試
験
日　
７
月
１
日
㈪

■
試
験
会
場　
西
根
病
院

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
や
受
験

申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
と
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

■
申
込
期
間　
４
月
11
日
㈭
か
ら
５
月
31
日

㈮
ま
で

柵
の
設
置
が
有
効
で
す
。鳥
獣
被
害
防
止
を

目
的
と
し
た
設
置
に
対
し
て
補
助
が
あ
り
ま

す
。
設
置
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業
係（
☎
・

内
線
１
３
３
８
）

■
調
査
期
日　
６
月
１
日

■
調
査
周
期　
毎
年

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
情
報
統
計
係

（
☎
・
内
線
１
２
４
１
）

看
護
師
（
若
干
名
）

▼
受
験
資
格　
看
護
師
免
許
を
有
し
、昭
和

59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

作
業
療
法
士
（
１
人
）

▼
受
験
資
格　
作
業
療
法
士
免
許
を
有
し
、

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

臨
床
工
学
技
士
（
１
人
）

▼
受
験
資
格　

臨
床
工
学
技
士
免
許
を
有

し
、昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
申
し
出
可
能
要
件　
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
10
条
に
定
め
る
軽

微
な
変
更（
変
更
に
係
る
土
地
面
積
が
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
な
い
用
途
区
分
の
変
更
な
ど
）

■
申
し
出
期
間　
５
月
７
日
㈫
か
ら
５
月

31
日
㈮
ま
で

■
申
し
出
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
農
林
課
か

ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
農
政
推
進
係

（
☎
・
内
線
１
３
４
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課（
☎
・
内

線
１
２
３
１
）

市役所からのHOT LINE
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この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（２月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

沢田　一
い ち は

葉（豊畑・男・隆治）

菅原　奈
な な み

々実（山崎・女・智信）

杉本　樹
たつき

（両沼・男・幸太）

佐々木　愛
あ い り

梨（共新・女・泰行）

森川　蒼
あ お

央（両沼・男・一平）

齊藤　大
は る ま

眞（下町三区・男・大泰）

髙橋　義
ぎ い ち

壱（上平笠・男・悠仁）

小野寺　虹
こ の ん

音（上関・女・啓太）

居也　蓮
れ ん と

叶（両沼・男・昭雄）

※　掲載希望なし

松尾　瑞江　　　89歳　時森

髙橋　光治　　　82歳　わし森

髙橋　與四郎　　90歳　上寄木

松浦　愛次郎　　84歳　堀切

吉田　光夫　　　86歳　下平笠

勝又　ノブ　　　101歳　新町中央

立柳　サメ　　　85歳　上野駄

吉田　カヅ子　　83歳　わし森

伊藤　美久　　　48歳　五百森

下川　アイ子　　79歳　北寄木

岩田　弘之　　　56歳　金沢

遠藤　サナ　　　88歳　帷子

藤原　イネ　　　97歳　舘腰

三浦　セツ　　　99歳　日瀬通

森　ミヤコ　　　96歳　五百森

渡邉　可男　　　81歳　舘腰

三上　政江　　　87歳　寺田

岩舘　栄信　　　64歳　柏台三丁目

佐々木　エツ　　87歳　土沢

佐々木　勤　　　60歳　中松尾

田村　仁三郎　　83歳　東

遠藤　ヨシエ　　84歳　寺田

伊藤　芳枝　　　90歳　笹目

畠山　勉　　　　67歳　共新

田村　誠　　　　77歳　駅前一区

八重樫　長四郎　81歳　町組

工藤　幸子　　　82歳　五百森

健やかに 安らかに

お幸せに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数■人口の動き【２月28日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世	帯	数
西根地区 15,692（－31） 6,325（－7）
松尾地区 5,751（－５） 2,413（＋3）
安代地区 4,374（－1） 1,849（－2）
合　　計 25,817（－37） 10,587（－6）
男　　性 12,458（－20）
女　　性 13,359（－17）

出生 10 死亡 35
転入 26 転出 38

項　　目 2月 1月からの累計
人身事故 2（2） ４（４）
物損事故 37（66） 98（131）
負 傷 者 2（3） ５（４）
死 者 ０（０） ０（2）
飲酒運転 ０（０） ０（０）
火 災 1（０） 1（2）
救 急 98（125） 219（243）

　
市
は
、
妊
婦
さ
ん
や
就
学
前
の
子

と
親
な
ど
を
対
象
に
、
各
種
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
同
士
で

交
流
も
で
き
ま
す
の
で
、
楽
し
ん
で

子
育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
教
室

　

妊
婦
さ
ん
と
旦
那
さ
ん
を
対
象

に
、
内
容
を
変
え
て
年
6
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
栄
養
、
歯
科
保
健
、
お
産
に
つ
い

て
じ
っ
く
り
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
お
む
つ
替
え
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方（
沐も
く
よ
く浴

）な
ど
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
体
験
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
次
回
開
催
日　
６
月
14
日
㈮

■
申
込
期
限　
６
月
10
日
㈪

福祉タクシー助成券 
31年度受け付け開始

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1087
保健のひろば

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1112

　市は、重度の障がいがある在宅者に対し、タク
シー料金の一部を助成しています。
■対象者　身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ
判定、精神障害者保健福祉手帳１・２級を持って
いる人　※自動車税または軽自動車税の減免を受
けている場合は対象外です。
■助成内容　１枚600円のタクシー券を申請月か
ら年度末までの１カ月につき２枚、最大24枚交付
■利用できるタクシー会社　▶安代観光タクシー
▶平舘タクシー　▶西根観光タクシー　▶福祉タ
クシーこまどり　▶らくらくケアタクシー（乗車
または降車が秋田県内の場合に限る）
■申請窓口　地域福祉課ま
たは西根・安代両総合支
所、田山支所　※印鑑と当
該手帳を持参してください。

　有料道路では、障がいがある人が運転または同
乗する場合に、事前に登録された自動車１台に対
して、５割の通行料金割引の制度があります。
■割引対象　①身体障害者手帳第１種を持ってい
る人が、運転または同乗するとき　②身体障害者
手帳第２種を持っている人が運転するとき　③療
育手帳Ａ判定を持っている人が同乗するとき
■登録に必要な書類　❶当該手帳　❷自動車検査
証または軽自動車届出済証　❸運転免許証（本人
が運転する場合）　❹委任状（代理人による申請
の場合）　▶ＥＴＣを利用する場合は以下の書類
を追加　❺本人名義のＥＴＣカード　❻登録車
輌に装着されたＥＴＣ車載器の管理番号が確認で
きるもの（ＥＴＣ車載器セットアップ申込書・証
明書など）
■申請窓口　福祉タクシー助成券申請窓口と同じ

有料道路通行料金割引制度

◎
乳
幼
児
健
康
相
談
・
離
乳
食
講
習

　
赤
ち
ゃ
ん
と
親
を
対
象
に
、
月
1

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
測
定
の
他
、
健

康
や
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
ま

す
。
ま
た
、
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、

調
理
実
習
で
は
試
食
を
行
い
、
月
齢

に
合
わ
せ
た
離
乳
食
の
進
め
方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
次
回
開
催
日　
５
月
28
日
㈫

◎
親
子
教
室

　
1
歳
か
ら
就
学
前
の
子
と
親
を
対

象
に
、
月
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ズ
ム
遊
び
や「
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
」

体
操
の
他
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て

製
作
活
動
や
運
動
会
ご
っ
こ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
次
回
開
催
日　
５
月
31
日
㈮

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
八
幡

平
Ｆ
Ａ
Ｎ
」
で
、
過
去
の
教
室
の
様

子
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
当
係
で
は
随
時
、
お
子
さ
ん
の
成

長
・
発
達
、
食
事
や
予
防
接
種
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ

パパの沐浴練習の様子
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地
域
お
ここ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

サークル

Vol.59

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就

任
し
て
、
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
足
を
運
び
、
少
し
ず
つ
地
域

に
な
じ
む
よ
う
に
奮
闘
中
で

す
。
２
月
は
、
よ
り
交
流
を
図

り
た
い
と
考
え「
ラ
イ
タ
ー
の

お
茶
会
」と
い
う
企
画
を
開
き

ま
し
た
。

ラ
イ
タ
ー
の
お
茶
会
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
副
業
で
ラ
イ
タ
ー
に

な
る
方
法
や
、
伝
わ
る
文
章
の

書
き
方
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
―
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
仕
事
を
す
る
と
言
っ
て
も
、

よ
く
分
か
ら
な
い
と
感
じ
る
人

は
多
い
で
す
よ
ね
。
私
は
、

Ｗ
e
b
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
物
書
き
の
仕

事
を
し
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
書
く
こ
と
に
少
し
で
も
興

今月の担当
松本 侑子 さん

Vol.28

災地に届ける活動もしています。
◎活動の魅力は？
　はがきサイズの絵手紙は、いつでもどこでも手
軽に、思いのまま描けることが魅力です。また、地
域や年齢に関係なく、楽しさを共有できる仲間と
会えることは、サークルの魅力です。
◎今後の展開は？　
　施設などに作品を展示し、たくさんの人に見て
もらいたいです。また、絵はがきにとらわれず、
粘土や自由な抽象画など、新しいことにも挑戦し
ているので、ますます楽しみが広がっていけばい
いなと思っています。
◎活動日時・場所は？
　毎月第 2 金曜日午後１時半から３時半まで、平
舘コミュニティセンターで活動しています。メン
バーを募集していますので、どうぞお気軽に見学
に来てください。初心者大歓迎です。
■問い合わせ先　事務局　工藤長

ち ょ う こ

子（☎・76-
3517）

絵手紙サークル りんどうの会

◎結成何年目？
　平成20年５月に結成。今年11年目を迎えます。
◎結成のきっかけは？
　当時の平舘公民館が主催した絵手紙教室（講
師：ばばあきら先生）に参加したメンバーで結成
し、現在まで続いています。

メンバー15人（３月１日現在）
代表：関山 幸子＝共新＝

思い思いに筆を走らせ、優しさ
とぬくもりがある絵手紙を制作

◎活動の内容は？
　BGMを流しながら、ゆったりと四季折々の題
材を描いています。作品は、平舘ふれあいまつりや
市芸術祭、年２回盛
岡（会場：テレビ岩
手、おでって）で開催
される展示会に出品
しています。また、絵
とメッセージを添え
た絵手紙うちわを被

味
が
あ
る
人
に
、
仕
事
に
通
じ

る
や
り
方
な
ど
を
伝
え
つ
つ
、

皆
さ
ん
と
よ
り
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

初
回
は
定
員
６
人
の
と
こ

ろ
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
満
員
御
礼
で
し
た
。
お
茶
会

と
名
が
つ
く
通
り
、
開
催
場
所

で
あ
るN

ollegretto

（
ノ
レ

グ
レ
ッ
ト
）の
お
茶
や
ケ
ー
キ

を
食
べ
な
が
ら
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
み
、
ラ
イ
タ
ー
に
前

向
き
に
挑
戦
す
る
人
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
定
期
的
に

開
催
し
、
交
流
の
場
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

｢ライターのお茶会｣の講義風景

展示品から分かる馬との生活展示品から分かる馬との生活展示品から分かる馬との生活

馬と共にあった農家の暮らし

　岩手県は、古くから良馬の産地として全国に知られ
ていました。政治や経済、軍事的にも重要視されてい
た馬は、農耕馬としても多くの農家を手助けしてきま
した。
　農業が盛んな県内で馬の農耕が始まったのは、江戸
時代中期以降といわれています。馬に馬

ま ん が
鍬を引かせて

代
しろ

かきをするようになりました。また、資材を運搬し
たり、馬糞から堆肥を作ったりするなど、農耕馬とし

神社（畜産の神）の
御守札が貼られて
いました。このこ
とから、馬と共に
生活し、まるで家
族のように大切に
扱われてきたこと
が分かります。

て活躍するように
なりました。
　農家の住居は、
馬屋と母屋が棟続
きであることが多
か っ た と い い ま
す。これは、外敵
から馬を守りなが

馬屋にたくさん貼られた御守札
（昭和９年、安代地区）

ら飼育するためでした。
　また、当時の馬屋には、馬の無病息災を願って駒形

農耕馬で代かきをする人々
（昭和中頃、西根地区）

こどもの読書週間が始まりますこどもの読書週間が始まりますこどもの読書週間が始まります

こどもの読書週間は４月23日から
　（公社）読書推進運動協議会は、４月23日㈫から５
月12日㈰まで「ドは読書のド♪」を標語に掲げ、こど

◆図書館ボランティアを募集

◆絵本のおすすめ！
◎『どんぶりん』　著：新井　洋行、出版社：アリス館
　月曜日、どんぶりんは牛肉
さんと玉ねぎちゃんとべにし
ょうがくんに会って「ぎゅう
どんぶりん」になりました。火
曜日は「おやこどんぶりん」明
日はどんな丼になるのでしょ
う。料理に興味がわいてくる
絵本です。

もの読書週間を実施します。
　大型連休を含む期間中は、
ぜひ本を借りて親子で読書を
楽しみましょう。

主な活動内容

・本の読み聞かせ
・本棚整理
・本の修理
・お話室の壁面装飾

　図書館の活動をサポートす
るボランティアを募集しま
す。主な活動は右の通りです。
　詳しくは当館までお問い合
わせください。
◆開館時間や行事の名称、日時が変わりました

　幕府が派遣した巡
じゅんけんし

見使に関する古文書、荷
に ぐ ら

鞍や蹄
ていてつ

鉄
などの農耕馬に装着する用具、相撲や戦争に関する資
料など、未公開のものを中心に展示します。
■期間　４月26日㈮から９月１日㈰まで
■時間　午前９時から午後４時半まで（ただし入館は
午後４時まで）

テーマ展「おひろめ展」を開催します

■夏季開館時間
　４月から図書館の開館時間が変更しています。
▶月から土曜日：午前９時から午後７時まで
▶日曜日・祝日：午前９時から午後５時まで
※松尾・荒屋両コミュニティセンター図書室は変更
ありません。
■行事の名称や開催日時
▶えほんの会（変更前は新刊子どもの本を読む会）：
第１土曜日午後２時から３時まで
▶ Tom&Tam Story Time：第２土曜日午後３時か
ら３時半まで
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

みんなが主役

環境
ワンポイント

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

■
ご
み
の
分
別
・
出
し
方

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
ご
み
に
限
り
、
次
の

通
り
分
別
し
、
黒
い
袋
や
肥
料
袋（
袋
の

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）な
ど
に
入
れ
、
地

区
の
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
燃
え
る
ご
み　
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
ビ

ニ
ー
ル
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

❷
燃
え
な
い
ご
み　
空
き
缶
、
瓶
類
、
金

属
類
な
ど

■
留
意
事
項

▼
家
庭
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
廃
家
電
、
廃
タ
イ
ヤ
や
粗
大
ご
み
な
ど

は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
、
生
活
衛
生

係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
状

況
を
確
認
し
、
対
応
し
ま
す
。

　
市
は
、
資
源
ご
み
の
有
効
活
用
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
市
内
の
自
治
会
・
子
ど
も

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体
が
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
実

施
し
た
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
報
奨
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
報
奨
金
の
額　

　
次
の
⑴
と
⑵
の
合
計
金
額

⑴
回
数
割
額　

　

集
団
回
収
１
回
に
つ
き
１
０
０
０
円

（
１
団
体
に
つ
き
６
０
０
０
円
ま
で
）

■
報
奨
金
請
求
ま
で
の
流
れ

❶
登
録
申
請　
窓
口（
市
民
課
環
境
企
画

係
、
西
根
・
安
代
両
総
合
支
所
）へ
集
団

回
収
団
体
の
登
録
申
請
書
を
提
出

❷
集
団
回
収
の
実
施　
集
団
回
収
実
施

後
、
回
収
業
者
か
ら
引
き
取
り
明
細
書
に

引
き
取
り
数
量
や
価
格
な
ど
を
記
入
し
て

も
ら
う
。

❸
報
奨
金
交
付
請
求　
窓
口
へ
報
奨
金
交

付
請
求
書
、
引
き
取
り
明
細
書
を
提
出

※
請
求
書
提
出
期
限　
12
月
27
日
㈮

　
市
は
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

次
の
日
程
で
、
道
路
と
そ
の
周
辺
な
ど
の

清
掃
活
動「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
行
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を

み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
よ
う

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す

西根・松尾地区
４月21日㈰　午前５時半から

安代地区
４月28日㈰　午前５時半から
※各地区の実情に合わせ、日時を
　変更して実施しても構いません

⑵対象品目ごとの実績割額
対象品目 実績割額
アルミ缶 １㌔につき４円
スチール缶

１㌔につき５円

紙パック
段ボール
新聞紙
雑誌
雑瓶（一升瓶、
ビール瓶以外）
※上記の品目は、回収業者が無償で
　引き取る場合でも報奨金の対象と
　なります。

　
一
升
瓶
、
ビ
ー

ル
瓶
は
、
報
奨
金

の
対
象
外
で
す

が
、リ
ユ
ー
ス（
繰

り
返
し
使
え
る
）

品
目
な
の
で
回
収

し
、
資
源
ご
み
の

有
効
活
用
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

協力して回収に取り組む子ども会

　

生
活
衛
生
係　

☎
・
内
線
1
０
６
７

　

環
境
企
画
係　

☎
・
内
線
1
０
６
８

市民課

制作に携わった平舘高家政科学科の生徒、教諭ら

ラグビーＷ杯醸成に一役
平舘高生がラグビージャージ制作で応援

　平舘高家政科学科の生徒３人は、スクラムいわて
フィフティーンのマスコットキャラクター「ありん
ちゃん（八幡平市）」と「しずくちゃん（雫石町）」が着用
するラグビージャージを約１カ月かけて制作し、２月
17日にW杯2019釜石開催実行委員会へ引き渡しました。
　いわて・かまいしラグビー応援団に応募し、制作に
携わったのは山本千紗さん、畠山望恵さん、伊藤瑠華
さん（当時３年生）。３人は「キャラクターのイメージに
合わせて制作できた」と笑顔を浮かべていました。

平舘小の卒業生一人一人に卒業証書が手渡されました

感謝の心を込めて「遥か」を合唱する安代中卒業生

学びやを巣立つ卒業生
市内の小中学校1４校で卒業証書授与式を挙行

　市内の小中学校14校の卒業証書授与式は、３月12日
の安代中を皮切りに19日まで行われました。
　安代中では、保護者や先生、在校生が見守る中、卒
業生29人が「この地球のどこかで」と「遥か」の 2 曲を、
３年間の集大成として合唱。学校で培った力と絆を胸
に将来に向かって進むことを誓い、学びやを後にしま
した。
　ことしの市内小中学校の卒業生は、小学校が10校
176人、中学校は４校198人の計374人でした。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

市消防団第36分団に小型動力ポン
プ付積載車が引き渡されました
（３月18日、市役所前）

「キセキドラゴ」お披露目
地元の観光について学ぶ授業（平舘高校）

　平舘高校家政科学科コミュニティデザインコース
の２年生７人は３月９日、仙台市で行われた十和田
八幡平観光物産フェアで、市の観光名所「八幡平ドラ
ゴンアイ」をイメージした創作スイーツ「キセキドラ
ゴ」の試食会とアンケート調査を行いました。
　生徒らは、地元の観光資源やＰＲ方法について学ぶ
とともに、市内外の飲食店の協力を得て試作や研究を
重ねてきており、今回の調査結果を今後の商品開発に
生かそうと、意欲的に試食を呼び掛けていました。

志高き自衛官を目指す
市自衛隊入隊(校)予定者激励会

　市自衛隊入隊（校）予定者激励会は３月10日、市役
所多目的ホール棟で行われ、市内出身の入隊（校）予
定者８人を、家族や関係者ら約40人が激励しました。
　東日本大震災で、自衛隊と看護師の活躍を目にし
たことをきっかけに、入校を志した防衛医科大学校
看護学科入学予定の佐々木茉

ま み

実さん＝若谷地＝は
「同じ志を持つ仲間と互いに支え合いながら、自衛官
としての気品と誇りを胸に日々努力することを誓い
ます」と決意を述べました。

３月８日で100歳を迎えられた阿部
ヨシさん＝畑２区＝これからもお
元気で（３月８日、あしろ苑）

事前合宿３種目で合意
ルワンダオリンピック組織委と現地協議

　ルワンダ共和国の国立オリンピック組織委員会ム
ニャバギシャ会長らと市職員は２月22日、現地委員会
で、ルワンダ選手の事前合宿について協議しました。
　ホストタウンに関する覚書に基づき、今年夏に予
定される事前合宿の日程、選手団構成、移動方法な
どを協議したもので、陸上長距離、自転車ロード、
ビーチバレーボールの３種目、計21人の参加で基本
合意したほか、同委員会から国旗を授与されました。
国旗は事前合宿や、市民との交流会で掲げる予定です。組織委員会のあるアマホロスタジアムにて記念撮影

入隊（校）予定者を代表してあいさつする佐々木さん（中央左）

キセキドラゴを手渡し第一印象に耳を傾ける生徒

国際交流事業でシンガポールに派
遣される平舘高の１、２年生７人が
市長を表敬訪問（３月19日、市役所）

学び考える未来の農業
東北ハイテク研セミナー

　東北地域農林水産・食品ハイテク研究会は２月28
日、松尾コミュニティセンターで、研究機関が育成し
た品種や新技術を紹介するセミナーを開きました。
　産学官が連携して、大豆「貴まる」の普及および商品
化に取り組んできた活動を発展させ、市の今後の農業
の可能性を探り、高めることが目的。参加した市内外
の農家や関係機関の職員ら約50人は、米やソバなどの
新品種や、超省力を実現する水稲の初冬直播き栽培な
どの新技術に興味を深めました。 貴まるで作った豆腐やみそなどの試食を交えて意見交換

水戸黄門を面白おかしく演じ、満員
の会場を笑いで包んだ寺田喜劇団
（３月10日、寺田コミセンまつり）

若い視点で改善策を提案
県立大生が市の観光と生活交通を調査分析

　県立大生による八幡平市の観光と生活交通に関す
る調査報告会（同大宇佐美研究室、八幡平DMO主
催）が３月７日、市役所で開かれ、市内外の観光・宿
泊・交通事業の関係者ら約30人が参加しました。
　学生が❶八幡平山頂レストハウスや自然散策バス
の利用者への満足度❷外国人観光客への八幡平の認
知度と魅力❸コミュニティバスの利用状況 －の３つ
のテーマを調査し、分析結果や改善案を発表。参加
者と課題改善に向け、意見を交わしました。自然散策バスと路線バスを組み合わせた周遊プランを提案

６年ぶりに開かれた安代地区郷土
芸能まつり。なにゃとやらや神楽
を披露（３月10日、荒屋コミセン）

小林兄弟の活躍に沸く
W杯ジャンプ男子最終戦応援イベント

　W杯ジャンプ男子最終戦応援イベント（市と J 
SPORTS共催）は３月24日、市役所多目的ホール棟で開
かれ、100人を超える市民らが、小林陵侑選手と兄の潤
志郎選手に声援を送りました。
　大型スクリーンにライブ中継が映し出され、元日本
代表コーチを務めた竹内元康さんによる解説のほか、
両選手の今季の活躍を映像を交え、振り返りました。
会場からの熱い声援が届いたのか、陵侑選手は最終戦
を勝利で飾り、市民らに最高の時間をもたらしました。 陵侑選手の優勝を万歳三唱でたたえる市民ら
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た
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生
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ら
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竜○

▽
イ
チ
ロ
ー
選
手
引
退
。会
見
で「
人
よ

り
も
頑
張
っ
て
き
た
な
ど
と
は
言
え
な

い
け
れ
ど
、自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
き
た

と
は
は
っ
き
り
と
言
え
る
」。
私
も
そ
う

言
っ
て
係
を
離
れ
る
来
年
を
想
い
、後
悔

を
生
ま
な
い
１
年
を
送
り
た
い
。�

多○
○

●69

仲
間
と
一
緒
に
稽
古
に
励
む 

相
撲
が
大
好
き

上級生の胸を借り、ぶつかり稽古に
励む佐々木君（右）

　平成22年生まれ。５歳から剣道を始め、
約３年間稽古に通う。兄・勇吾君とともに
30年９月から寺田相撲スポーツ少年団へ入
団し、相撲に転向した。31年２月の第９回
白鵬杯（東京都）小学２年生個人の部に出場
し、準優勝を果たした。身長137㌢、体重50㌔。

さ
さ
き
・
ひ
ろ
と　
８
歳　
　
　
大
更
小
３
年

第
9
回
白
鵬
杯　
～
世
界
少
年
相
撲
大
会
～

　
小
学
２
年
生
個
人
の
部　
準
優
勝

佐
々
木 

大
翔  
君

　
「
ま
た
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
」と
無
邪
気
な
笑

顔
を
見
せ
る
の
は
、
２
月
11
日
に

東
京
都
の
両
国
国
技
館
で
開
催
さ

れ
た
第
９
回
白
鵬
杯
小
学
２
年
生

個
人
の
部
で
準
優
勝
に
輝
い
た

佐
々
木
大
翔
君
。

　
横
綱
白
鵬
関
の
呼
び
掛
け
で
始

ま
っ
た
同
大
会
は
、
八
つ
の
国
・

地
域
か
ら
約
１
２
０
０
人
の
小
中

学
生
が
出
場
し
た
。
小
学
２
年
生

個
人
の
部
に
は
１
０
３
人
が
参
加

し
、
４
つ
の
予
選
リ
ー
グ
に
分
か

れ
て
頂
点
を
目
指
し
た
。
佐
々
木

君
は
、予
選
を
５
連
勝
で
突
破
し
、

４
人
で
争
う
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
へ
進
む
。
準
決
勝
の
相
手
に
す

く
い
投
げ
で
勝
利
し
、
決
勝
戦
は

台
東
小
松
竜
道
場（
東
京
都
）の
熊

谷
毬き
ゅ
う
た太

君
と
対
戦
。
佐
々
木
君

は
、
相
手
の
勢
い
を
利
用
し
て
投

げ
を
放
つ
が
、押
し
出
し
で
惜
敗
。

敗
れ
た
と
は
い
え
、
準
優
勝
は
上

出
来
と
胸
を
張
っ
た
。

　

恵
ま
れ
た
体
格
の
佐
々
木
君

は
、
入
団
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後

に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
山や

ま
つ
た蔦杯

低
学
年
の
部
で
も
準
優
勝
を
果
た

し
た
。
そ
の
決
勝
相
手
の
斎
藤
煌こ
う

生き

君
は
、
同
じ
寺
田
相
撲
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
に
所
属
す
る
。
週
に
３

日
、
相
撲
場
で
四
股
や
す
り
足
な

ど
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、

一
緒
に
汗
を
流
し
て
き
た
。
佐
々

木
君
は「
み
ん
な
と
す
る
練
習
は

大
好
き
。
も
っ
と
練
習
し
て
強
く

な
り
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

　
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
稽
古
に
励

む
姿
に
、
今
後
を
期
待
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。




